
資

料
三
井
大
坂
両
替
店
の
帳
簿
組
織

西

川

登

185

は

じ

め

に

チ

ヤ
ウ
ア

ヒ

か

つ
三

磐

帳
合
と
呼
ば
れ
た

(江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
、
明
治
維
新
を
整

て
存
続
し
た
)
わ
が

国
固
有

の
簿
記

(以
下
・
和
式
簿

記
と
い
う
)
に
関
す
る
研
窪

、
洋
式
複
式
簿
記

の
起
源
と
な

っ
た
イ
タ
リ
ア
の
簿
記

の
生
成
史
研
究
が

記
帳
技
術
や
縁

組
織
に

つ
い
て
多
く

の
分
析
を
含
ん
で
い
る
の
と

[泉
谷
、
羅

、

片
岡
、
昭
63
参
照
]
、

籍

糞

に
す

る
。

和
式
簿
記

の
帳
簿
懇

に

つ
い
て
の
分
析

は
、

一、
れ
ま

で
の
と
.、
ろ
、
中
井
家

の
太
塁

や
明
治
期

の
村
西
商
店
を
対
象
と
し
た
小
倉
栄

一
郎
整

の
研
究
成

果
と
、

三
井

の
大
元
方

の
簿
記
法

に
関
し
て
筆
者
が

か

つ
て
発
表
し
た
も
の
が
あ

る
に
過
ぎ
な

い

[小
食

昭
讐

月
・
同
九
月
・

肇

、
男

、
西
川
、
昭

56
]
。

取
引
を
記
録

.
計
算
す
る
簿
記
は
、

取
引
情
報

の
収
竿

分
類
葉

計
鎧

告
と
い
う
過
程

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
と
考
・托
る
.と

が

で
き

る
が
、
従
来

の
和
式
簿
記

の
研
究

の
ほ
と
ん
ど
が
、
内
部
報
告
記
録

(も
し
く
は
集
計

記
録
)
で
あ
る
決
算
書

の
み
雰

析
対
象
が
限
ら
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。

高
寺
貞
男
教
授

の
い
う
よ
う

に
・

「
簿
記

の
全
過
程

集

計

貼
(内
部
)
墾

口
記
録

に
集
中
的

髪

現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
分
析
対
象

を
限

っ
て
も
、
重
点
部
分
分
析
を
も

っ
て
か
な
り

の
程
度
ま
で
全
体
分
析

に
代
、量

.』
と
が
可
能
」
窩

寺
、
肇

、

一
三

四
ぺ
↓

]

で
あ

る
こ
と
も
芒

か
で
あ
ろ
う
・

し
か
し
・
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そ
の
よ
う
な
決
算
書

の
重
点
部
分
分
析
で
は
、
簿
記
計
算
の
原
理
霧

造
は
わ
か

っ
て
も
、
記
帳
技
術

ξ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も

知
る
こ
と
が
で
き

な

い
。
簿
記

の
よ
う

鶴

人
の
実
利

の
登

と
し
て
発
達

し
た
も

の
を
研
究
す

る
に
当
た

っ
て
は
、
原
覇

構
造

の
理
解

の
み
な
ら
ず
・
個

々
の
具
体
的

な
技
術
内
容
を
知
る
こ
と
も
無
意
味

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

本
稿

で
は
、

三
井

の
大
坂

(大

阪
)
羅

瑠

帳
簿
史
料
を
分
析
の
対
象
に
選
び
、
そ
こ
で
の
帳
簿
組
織
と
記
帳
技
術
を
探
り
、
そ
の
簿
記
過
程
の
全
体
に
で
き
る

限

り
迫

る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

和
式
簿
記
に
関
す
る
従
来
の
研
究
対
象

ほ
と
ん
ど
決
算
書
に
限
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
資
料
の
不
足
に
あ
る
。
洋
轟

記
に
お

い
て
は
・

パ
チ

ョ
ー
リ
の
簿
記
論
を
は
じ
め
と
す

る
多
数

の
簿
記
教
科
書
類
が
書
か
れ
た
が
、
和
式
簿
記

に
あ

っ
て
は
そ

の
よ
う
な

も

の
が
存
在
し
た
例
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。

ま
た
、
和
式
簿
記

の
会
計
帳
簿
史
料

で
は
、
決
算
墾

。
書
や
そ
の
控
記
録
は
か
な
り

の

量
が
現
存
す
る
が
・

日
常

の
記
録

・
計
籍

の
類

は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て

い
な

い
の
が
普
通
で
あ

る
。

.」
れ
は
、

蔑

使
わ
れ
て
不
要

と
な

っ
た
帳
簿
が
・
解
体
後
・
裏
返
し
に
さ
れ
て
再
生
帳
簿
と
し
て
利
用
さ
れ
、
さ
ら

に
反
古
紙
が
襖

の
下
張
り
や
.」
よ
り
材
料

な

ど

に
用

い
ら
れ
た

[
三
井
・
野

・

二
五
〇

ペ
ー
ジ
参
照
]
た
め
で
あ

る
。

三
井

の
膨
大
な
量

の
現
存
会
計
史
料
も
、
そ

の
ほ
と
ん

ど
は
決
轟

告
書

で
あ

っ
て
・

日
常
記
録
計
算
綾

難

に
よ

っ
義

存
状
況
に
か
な
り
偏
り
が
あ
る
。
江
戸
時
代

の
三
井
が
芒

て
い
た
多
数

の
店

の
中
で
・
本
稿

で
扱
う
大
坂
両
慧

の
暑

記
録
計
算
簿
は
比
較
的
よ
く
残

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
帳
簿
組
織

の
全
貌

を
解
明
す
る
の
に
充
分
と
は
い
え
な

い
。

と
こ
ろ
で
・
小
倉
教
授

が

中

井

家

の
簿

記
法

を

「
多
帳
簿
制
複
式
決
算
簿
記
」
と
名
付
け
て
か
ら

[小
倉
、

署

、
五
六
ぺ
!

ジ
]
・
「
多
帳
簿
制
複
式
決
算
」
が
、
大
商
家

・
豪
商
で
用

い
ら
れ
禽

度

箋

達

し
た
和
式
簿
記
の
共
通
の
性
格
で
あ
る
か
の
ジ
、
と

く

に

一
盤

受
け
取
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
財
産
計
算
と
損
益
計
算

(も
し
く
は
そ
の
変
形
)
と

に
よ

っ
て
純
利
益

(も
し
く
は
讐

産
)
を
二
面
的

に
計
算
す

る
複
式
決
纂

、
江
戸
時
代
中
期
以
降

の
大
商
家

に
は
広

く
行

わ
れ
て

い
た

[河
原
、

昭
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52
、
第

二
部
、
小

倉
、

昭

52
、
高

寺
、

昭

54
]
。

ま

た
、

大

小
を

問

わ
ず
、

日
本

の
商

人

は
多
数

の
帳

簿
を

利

用
し

て

い
た

場
合
が

多

く

[
西

川

(孝
)
、

昭

46
、

一
〇

三
～

一
〇

五

ペ
ー
ジ
]
、

イ

タ
リ

ア
式
簿

記

(
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
式
簿
記
)
が
単

一
仕
訳

帳

.
単

一
元

帳

の
二
帳
簿

制
を

基
本

と

し

て

い
る

の
と

異
な

る
。

し

か
し
、

三

井

の
禁

励

の
帳
簿

組
織

は
、
仕
訳

帳

に
相

当
す

る

「
申
ン〆・ソヴ「イ
リ
乎
ヤ
ウ

金
銀

出

入
帳
」

と

(た
だ
し
、
貸
借
複
記
に
な
っ
て
は
い
な
い
)
、
総
勘
定
元
帳

に
相
当
す

る

「
劔
鋤
雌
溺
蹴
」
(借
方

.
貸
方
を
対
照
さ
せ
る
二
面
勘
定
形
式

で
は
な
い
)

の
二

つ
の
帳
簿
を
基
本
と
し
て
い
た
。

前
述

の
よ
う

に
、

和
式
簿
記

の
帳
簿
組
織

の
実
態
が
解
明
さ
れ

て
い
る
例
は
少

な
く
、
「
売
上
帳
」
、
「
当
座
帳
」
、
「
差
引
帳
、

「
大
福
帳
」
等

々
の
帳
簿

の
名
称
が
知
ら
れ
て
い
て
も
・

諸
帳
簿
間
で
ど

の
よ
う

に

記
録
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
「
「
多
帳
簿
制
複
式
決
簿

記
」

と
は
…

・・
一
応
は
中
井
家
帳
合
法

に
限

っ
て
い
い
、兄
た
の
で
あ
り
、
わ
が
国
固
有

の
簿
記
法
共
通

の
性
格
を
表
わ
す
と

い
う

べ
き
段
階

で
は
な

い
L
と
小
倉
教
授
が

二

〇
年
前

に
叙
述
し
た
状
況

は

[
小
倉
、
昭
42
、

七

一
、
七
二
ペ
ー
ジ
]
、
今
も
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
が
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
小
倉
教
授
は
、
「
西
洋
に
も
多
帳
簿
制
簿
記
は
あ

っ
て
、
…
…
中
井
家
帳
合
と
同
巧
の
も

の
も
あ

っ
た

の
で
あ
る
か
ら
・

…

…
洋
式
複
式
簿
記
法
と

の
対
比
に
お
け
る
決
定
的
特
異
点
を
強
調
し
た
呼
称

で
も
な

い
」

[
同
、

七

一
ペ
ー
ジ
]

と
述
べ
て
い
る
が
・

「
多
帳
簿
」
と
い
う
内
容
を
も
う
少
し
検
討
す
る
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
洋
式
簿
記

に
お
い
て
は
・
「
一
七
世
紀
に
入
り
・

仕
訳
帳

の
分
割
に
よ

っ
て
単

一
仕
訳
帳

.
元
帳
禦

く
ず
れ
」

[高
寺
、

鰐

、

一
六
ぺ
↓

]
、
補
助
元
帳

の
導
入
に
よ

っ
て
元
帳

も
分
割
さ
れ
、
総
勘
定
元
帳

に
お
け
る
統
制
勘
定

の
概
念
が
成
立
し
た
と

い
わ
れ
る
。
普
通
仕
訳
帳

の
他
に
特
殊
仕
訳
帳
が
用

い
ら

れ
れ
ば
多
帳
簿
制
と
も

い
・瓦
る
で
あ
ろ
う
し
、
複
数

の
特

殊
仕
訳
帳
が
用

い
ら
れ

る
と
ぎ
に
、
そ
れ
ら
か
ら
直
接

に
欝

定
元
帳

に

転
記
さ
れ

る
楊
合
も
あ
る
し
、
慧

仕
訳
帳
を
経
由
す

る
場
合
も
あ

る
。
あ
る

い
は
、
単

在

訳
帳

・
元
帳
制

の
ベ
ネ

ッ
ィ
ア
式
簿

記
が
成
立
す

る
以
前

に
イ
タ
リ
ア
の
よ

や

ナ
で
は
、
人
名
勘
定
元
帳

の
他
に
現
金
出
納
帳
、
商
品
売
買
帳
な
ど

の
別
冊
帳
簿
を

使

い
、
墜

元
帳

の
な

い
複
冊
帳
蕩

が
広
く
採
用
さ
れ

て

い
た
と

い
う

[
泉
谷
、

羅

、

一
九
～
三

ペ
ー
ジ
]
・

こ
れ
も

(単
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一
仕
訳
帳

・
元
帳
制
で
な
く
)
三
種

以
上

の
帳

簿
を

用

い
る
と

い
う
意

味

で

は
多

帳

簿
制

と
も

い
、兄
よ
う
。

さ
て
・
本
稿
の
考
察
対
象
と
す
る
三
井
大
坂
両
替
店
で
は
、
含

の
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
讐

と
に
相
当
す
る
基
本
的
な
財
務

ワ

ケ
ガ

キ

襲

を
ま
と
め
た

「勘
藻

謬

の
他
に
・
「羅

摺
疑

勘
定
目
録
」、
「
馨

.第

奇

目
録
」、
「
御
暮

仲
間
合

訳
青

録
」、

「騒

入
昌

録
」・
「
購
.菰
.
入
昌

録
」、
「灘

繋

書
」、
「轍
騰

雛

定
目
録
」
と
い
っ
た
決
算
墾

・書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら

の
決
籟

告
毒

・
三
井
の
両
替
店
諸
店
の
統
驚

で
あ
る
京
都
両
慧

を
奮

し
て
、
三
井
全
体
の
中
央
機
関
で
あ
る
廃

方
に

タ
イ

フ
ク
チ
ヤ

ウ

提
出
さ
れ
た
・
大
坂
両
替
店

で
は
・

そ

れ

ら
の
決
算
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
、
日
常

の
会
計
記
録
計
算
簿
と
し
て

「
大
福
帳
」
、

臨

薩

L・
「
佛
磁

」・
擬

芽

出
入
帳
L・
諭

.批

.幌
」、
蛋

懇

麗

L
な
ど
の
諸
帳
簿
を
使
用
し
た

(大
福
帳
と
い
う
名
称

の
帳
漿

江
戸
時
代

に
広
く
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
蓼

異
な
る
。
大
福
帳
に
限
ら
ず
、

名
称
だ
け
か
ら
帳
簿
の
記
載
内
容
を
推
測
す
る
.一

と
は
で
き
な
い
)・

こ
れ
ら
の
帳
簿
類

の

一
セ
ッ
ト
が
同

一
年
度

に
揃

っ
て
現
存
し
て
い
れ
ぽ
、
全
貌

の
解
明
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

残
念
な
が
ら
史
料

は
断
片
的

に
し
か
残

っ
て
い
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
本
稿

で
の
分
析

に
は
か
な
り
限
界
が
あ
る
こ
と
を
断

っ
て
お

く
・
分
析
は
比
較
的
分

か
り
や
す

い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

以
下

の
叙
述

は
、
帳
簿
記

入
の
手
続
き
を
逆

に
遡

っ
て
い
く
よ
う
な
順
序

に
な
る
・

ま
ず
・
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
か
ら
構
成
さ
れ

る

「
勘
定

目
録
」

と
、
総
勘
定
元
帳

に
ほ
ぼ
相
当
す

る

昊

福

帳
L
と
の
関
係
を
探

っ
て

い
く
こ
と

に
す
る
。
盗

、
現
金
式
普
通
仕
訳
帳
と

い

っ
た
籍

の

「
出
入
帳
」

の
記
帳
方
法

と
、
そ
.」

か
ら

「
大
護

」

へ
の
転
記
方
法
を
述

べ
る
。

さ
ら
に
、
「
仕
分
帳
」、
小
払
方

「
出
入
帳
」
、
「
請
払
帳
」

な
ど

の
特
殊
帳
簿
間

の
転

記
関
係
と
・
そ

こ
か
ら

田

入
帳
L

へ
の
転
記
関
係

ξ

い
て
分
析
す
る
。
最
後

に
、
付
属
明
響

と

い

っ
た
籍

の
種

々
の
決
算

報
告
書
類
と
諸
帳
簿
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

な
お
・
本
稿

で
用

い
る
会
計
史
料

は
、
朗
燗
三
井
文
庫
所
蔵

の
原
資
料
で
あ

る
。
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貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
と
か
ら
な
る

「讐

購
聾

は
、
礎

鍛

露

つ
い
て
は
・
天
明
三
年

(
モ

八
三
)
上
期
の
も

の
と
安
永

三
年

(
一
七
七
四
)
上

期

お

よ
び
寛

政

五
年

(
一
七
九
三
)
下

期

の
も

の

の
写

し
と
が

現
存

し
、
文

政
元

年

(
一
八

一
八
)
上

期

以
降

の
も

の
が

明

治

四
年

(
一
八
七

一
)
下
期

ま

で
ほ
と

ん
ど
欠

け

る

こ
と

な
く

残

っ
て

い
る

(会
計
期
間
は
上
期
が
正
月
朔
目
よ
り

七
月

一
四
目
ま
で
、
下
期
が
七
月

一
五
日
よ
り
極
月
晦
日
ま
で
)
。

ま

た
、
大

坂
両

替

店
自
身

が
自

店

の

「
勘

定

目
録
」

の
控

え

を

と

っ
た

モ
ク

ロ
ク
チ
ヤ
ウ

モ
ク

ロ
ク

ヒ
ヵ

へ

累
年
記
録

で
あ

る

「
目
録
帳
」

お
よ
び

「
目
録
拍
」

と
、
京
都
両
替
店
で
大
坂
両
替
店

の

「
勘
定
目
録
」

の
控
え
を
と

っ
た
累
年
記

オ
ホ
サ

カ
ダ

ナ

ぞ
ク

ロ
ク

ト
ド

メ

録
で
あ
る

「
大
坂
店
目
録
留
」
と
に
よ

っ
て
、
享
保

一
三
年

(
蘭
七
二
八
)
下
期

か
ら
宝
暦

=
二
年

(
一
七
六
三
)
下
期
お
よ
び
寛
政

六
年

(
一
七
九
四
)
上
期
か
ら
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
下
期
ま
で
の
も

の
の
記
載
内
容
が
わ
か
る
。

《
表

1
》

に
、
寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)
上
期

の
大
坂
両
替
店

「
勘
定

目
録
」

の
内
容
を

一
部
要
約
し
て
掲
げ
た
。
金
額
を
見
易

く
す
る
た
め
と
紙
幅

の
節
約

の
た
め
に
横
書
き

に
し
、
説
明

の
便
宜

の
た

め
各
項
目
に
通
し
番

号
を
付

し
た
。
金
額

の
次
す
な
わ
ち

項
目
説
明
書
き

の
直
前

の
丸

な
か
数
字
は
、
次
掲

の

《
表

2
》

に
示
す
同
年
同
期

の

「
大
福
帳
」

の
勘
定

口
座
名

に
付
し
た
番

号
と

同
じ
も

の
で
あ

る
。

ア
ヅ

ヵ

カ

タ

「
勘
定

目
録
」

の
構
造
を
簡
単

に
説
明
す

る
と
、
「
預
り
方
」

は
、
今

日
の
言
葉

で
言

い
替
え
れ
ば
、
貸
借
対
照
表
の
負
債

・
資
本

カ

シ
カ
タ

の
部
を
示
し
、
「
貸
方
」

は
資
産

の
部
を
、
「
入
方
」

は
損
益
計
算
書

の
収

益
の
部
を
、
島

養

は
費
用

の
部
を
示
す
・

「
預
り
方
」

合
計
額

(こ
の
例
で
は
銀
八
千
八
拾
八
貫
六
百
九
拾
三
匁
壱
分
四
厘
三
毛
)
と

「
貸
方
」
合
計
額

(銀
八
千
百
貫
六
百
九
拾
五
匁
三
分
三
厘
七
毛
)

サ

シ
ヒ
キ
ノ

コ
シ

と
の
差
額
で
あ
る

「
差
引
残
」

(銀
拾
弐
貫
弐
匁

一
分
九
厘
四
毛
)
が
当
期
純
利
益

を
表
す
。

「
入
方
」
合
計
額

(銀
百
四
貫
四
百
弐
拾
壱

匁
五
分
六
厘
四
毛
)
と

「
払
方
」
合
計
額

(銀
八
拾
六
貫
四
百
拾
九
匁
三
分
七
厘
)
と

の
差
額

(銀
拾
八
貫
弐
匁

一
分
九
厘
四
毛
)
以
下

の
三
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36.

s7.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

合

差引残銀

45

46

47

〆

48.

9:9.

50.

51.

52.

53,

54.

5」.

ｺ7t

1.88.71.15

65.365.92・?:C

188.oi5.522*

31.580.

1,019.76

1.181.94

18.564.15

760.900.*

金123両2歩2朱

{銀84.721.14銭11貫800文

銀8,100.695.337☆

p8,488.693.X43

12.002.194

銀

銀

銀

銀

差 引 〆銀

56.

57.

58.

差 引 残 銀

95.949.01

6.085.63

2.386.924

104.421.564

43.428.68

4.410.

.110.

4.464.96

7.638.04

5.738.89

9.820.65

10.8Q8.15

86.419.37

18.002,194

a3.aoo.

pl.500.

Q1.500.

12.002.194

⑲取組先類焼二付損銀井店持抱屋敷類焼普請入目

〃村田屋次助 〔その他10件 〕※

⑬江戸両替店 差引尻(金234両2分 銀173貫523匁422)

⑮新田 同断

⑳野崎新兵衛 同断

⑳中井喜十郎 同断

⑳当座貸

⑲新別預代 り(金500両 銀730貫)

〔有金,銀 換算=7貫640匁025〕

}有金 銀銭 〔3ロ 銀 〆92貫470匁905〕⑪ 〔有銭,銀 換=109匁74〕

預 り方引

入 方 〔収益の部〕

⑬打利足 〔内訳記載あり〕

⑭当店持屋敷llヶ所宿賃町儀 ・繕普請入用差引〆

〃小判銭売買直違徳 ・弐朱判継賃 ・出目欠差引〆

払 方 〔費用の部〕

⑯利足払 〔内訳記載あ り〕

〃取組先損銀井抱屋敷普請代之内当半季積銀代 り

〃江戸仕送 り金逆打払

〃山本町 ・江戸堀一丁 目・堂島一了目 ・四郎兵衛町御譲替入目

⑯店前 ・京江戸飛脚賃 ・諸道具筆≡墨紙代 ・諸方附届井店地賃

〃御為替方入目

⑳十兵衛 ・久次郎 ・喜三郎他御役料

⑰諸方入 目井手代子供小遣銀

⑮当半季京為登銀

〃要銀積

〃店持抱屋敷引当不足二付償合積

(注)*原 資料では()内 の金額銀額を併記。金1両=・ 銀61匁8分 で換算。

※原資料では個別に表示されているものをまとめる。

☆原資料では金種別合計額を表示した後に銀建て総計額を表示。

出所:「大坂店目録留」(三井文庫所蔵資料,資 料番号=本1788)
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《表1》 寛政10年(1798)上 期(午 春季)の 勘定 目録

貫 匁

1.銀117.000.

2.1,087.000.

3.Z,537.6DD.

4.563.000.

5.498.000.

s.Aso.000.

7.350.000.

8.760.900.*

9.68.662.663

20.369.4?fi.41

11.36.500.

12.117.000.

13,554.000.

14.311.427.13・X

i5.11.878,06×

16.3.000.

17.173.810.※

18.9,882,49

19.1.893.51

20.1.221.36

21..288.69

22.・190.88

23.6.027.46

24..205.5

25.4,437.94

26.20.908.8

27.5.345.5

28.303.036.75

合 銀8,088.693.143☆

0
り

n
U

噌ー

ウ
旧

nJ

4

ρb

ウ
臼

3

0
0

0
リ

ハ」

O
J

3

銀 2,410.290.

150.000.

535.OOO.

].,202.x.15.99

1,435.640.

ss5.Sao.

123.600.*

預 り 方 〔資本 ・負債の部〕

①御為替

〃臨時御為替

⑧京都両替店 外預 り(金2,000両 銀2,414貫)

⑨右同所 加印方別預 り

〃右同所 家代銀別預 り

〃京都両替店 御貸附金之内

〃右同所 類焼方償印

⑲右同所 新別預 り(金500両 銀730貫)

⑫右同所 差引尻(金148両 銀59貫516匁263)

⑩要銀積

⑪新要銀積

⑳金弐千両入替代 り

〃加州御印米貸年賦引当積銀

〃滞物引当積 〔15件〕※

〃利足積 〔4件〕※

〃伊勢講預 り銀

〃○○之内エ積銀 〔3件〕※

⑭家方差引残

⑯石田十兵衛 右同断

⑰杉本久次郎 右同断

⑱岡田喜三郎 右同断

⑲丸山与助 差引残

⑳岸本安次郎 同断

⑳竹内乗迎 同断

⑳井口教円 同断

⑭持出打

⑮来春季打

⑫当座預

貸 方 〔資産の部〕

②延為替井近為替 〔43件内訳記載あり〕

③御貸附金之内油麗彦三郎

④家質貸 〔9件内訳記載あり〕

⑤御屋敷貸 〔5件内訳記載あ り〕

⑥質物貸 〔28件内訳記載あ り〕

⑦家代銀 〔店持屋敷11ヶ所内訳記載あ り〕

⑲売附金入替鶉建置(金2000両)
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利足払

甜

小払方

(家質方別預 り)

⑳

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑳

⑰

⑱

⑲

⑳

⑪

⑫

⑬

⑭

⑯

⑯

⑰

⑱

㊥

⑳

⑪

⑫

⑭

⑭

42

12～17

28

45

26

27

⑭

〃

Il

//

〃

//

/1

//

〃

II

〃

無

⑲

⑭

⑪

44

⑭⑭

4`47

⑮{485156
^58}利 足払

⑯

⑰

⑱

⑲

⑫

⑳

52,53

55

8

0
V
45

当座貸

預 り方

当座預

打利足

持出打

来春季打

白髪町

奈良屋町

山本町

古手町

江戸堀(江戸堀壱丁 目)

高麗橋(高麗橋三丁 目)

堂島(堂島壱丁目)

四郎兵衛町

伏見町

平野町(平野町壱丁目)

百間町

大判売買〔記載なし〕

金出売

金入買

銭出売

銭入買

弐朱判継賃

出圏欠

小口物

店前

小払方

持出之口

(新別預)

(弐番口京都店)

役料

当座貸

銅座当座貸

預 り方

当座預

銅座当座預

打利足

持出打

丑春季打〔記載なし〕

奈良屋町

山本町

古手町

江戸堀(江戸堀壱丁 目)

堂島(堂島壱丁目)

四郎兵衛町

冨田屋町

堂島北町

新平野町

南木幡町

中筋町

大判売買〔記載なし〕

金出売

金入買

銭出売

銭入買

小口物

利足払

店前

小払方

慶長等古金銀引替方

御吹直金引替方

御引立一分銀引替方

御吹直銀引替方

引替金銀御増取替〔記載なし〕

拾五軒引替御手当預〔〃〕

銅座掛匿方

住友吉次郎銅座預

銅座出目欠

雑用方

持出之口

出所:「大福帳」畏霊醗(萎 講 蠣 墓齢)・ 軽 贅書冒(続9・9)・磐 嘉(続998)
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《衰2》 大福帳の勘定 ロ座

宝暦4年(1754)
上期(戌 春季)

御為替

京都店

江戸店

延為替

家質貸

御屋敷貸

質物貸

泰隆様〔三井高美〕

伝蔵様〔三井高陳〕

中井(中井喜七郎)

中西(中西助四郎)

岸本(岸本七郎兵衛)

松野(松野次郎兵衛)

竹内(竹内文次郎)

三好(三好又次郎)

はやし(林十兵衛)

野崎(野崎新兵衛)

丸山(丸山与助)

秋田(秋田清次郎)

駅方

新田

蔵舗方(蔵敷方)

筑後方

加入方

古利足(古利足方)

貸方

預方(預 り方)

外預(外預 り)

要銀

打利足(打利足之入)

持出打

大判売買

金売

金買

銭売

銭買

歩切賃

出目欠

小口物

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

寛政10年(1798)上 期(午 春季)

1,2

29

30

31

32

33

34

3

4～7

1Q

11

→ ⑫'

8

8

9

9

0

1

2

0

1

3

1

3

1

2

2

2

4

4

御為替

延為替

御貸附金

家質貸

御屋敷貸

質物貸

家代銀(店持家代銀)

外預

別預

要銀積

新要銀積

京都店(京都両替店)〔㊥の次へ〕

江戸店(江戸両替店)

家方

新田

石田(石田十兵衛)

杉本(杉本久次郎)

岡田(岡田喜三郎)

丸山(丸W与 助)

野崎(野崎新兵衛)

中井(中井喜十郎)

⑳ 出入ナシ 中西(中西助四郎)

髪

%

⑫

〃

〃

〃

"

無

⑫

"

"

"

"

"

缶

35

⑳

⑳

⑮

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑫

⑬

⑭

⑯

⑯

⑳

⑱

⑲

岸本(岸本安次郎)

竹内(竹内荒月)

井口(井口伊三郎)

小野(小野平五郎)

中応(中井応吉)

岡金(岡田金兵衛)

筑後方

今治方

肥前方〔記載なし〕

雑用方

元印

当町

加入方

(石井彦四郎)

冨島弐丁目

冨島中弐丁 目

貸方

嘉永5年(1852)上 期
(子春季)

御為替

延為替

御貸附金〔記載なし〕

家質貸

御屋敷貸

質物貸

店持家代銀

古金銀引替元手銀

要銀積

外預 り

別預 り

京都店

江戸店

家方

新田

福田(福田万右衛門)

(福田弥助)

中井(中井由兵衛)

石島(石島保右衛門)

野崎(野崎新兵衛)

中井(中井幸月)

中西(中西助四郎)〔記載な し〕

石田(石田十兵衛)

岸本(岸本七郎兵衛)

石井(石井浄達)

角田(角田常喜)

西邨(西邨仲)

竹内(竹内乗迎)

井口(井口教円)

岡田(岡田教英)

三好伊助〔記載なし〕

石久(石井久次郎)〔 〃〕

筑後方

今治方

雑用方

当町

冨島弐丁 目

加入方

貸方
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項
目
を
、
旧
稿

で
利
益
処
分
項

目
と
表
現
し
た
が

[西
川
、
昭

59
、

四
八
ペ
ー
ジ
]
、

こ
れ
ら
は
む
し
ろ
費
用

の
区
分
表
示
と
解
釈

し
た
方
が
よ

い
だ
ろ
う
。
収
益

・
費
用
計
算

で
算
出
さ
れ
る
当
期
純
利
益

(差
引
残
銀
拾
弐
貫
弐
匁

一
分
九
厘
四
毛
)
は
、
当
然

の
こ
と

な
が
ら
、
資
産

・
持
分
計
算

に
よ
る
当
期
純
利
益
と

一
致
す

る
。

ダ
イ

フ
タ
チ

ヤ
ウ

総
勘
定

元

帳

に

ほ
ぼ

相

当

す

る

「
大
福
帳
」

は
、

大
坂
両
替
店

に

つ
い
て
は
、

宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
上
期

か
ら
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
上
期
ま
で
の

=

一〇
年
問

(二
三
九
期
)
の
七
割
弱
に
当

た
る

一
六
〇
期
分
す
な
わ
ち

一
六
〇
冊
が
現
存
す
る
。
《
表
2
》

に
、
宝
暦
四
年
上
期
、
寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)
上
期
、

お
よ
び
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
上
期

の
そ
れ
ぞ
れ
の

「
大
福
帳
」

に
設

け
ら
れ
た
勘
定

口
座
名
を
、
原
資
料

の
配
列
順
序

に
従

っ
て
掲
げ

た
。
寛
政

一
〇
年
上
期
の
も

の
で
は
丸
な
か
数
字
で
通
し
番
号
を

付
し
た
が
、
そ

の
次

の
数
字
が
、

ふ

つ
う

の
数
字

の
場
合

は
前
掲

《
表
1
》

に
示
し
た

「
勘
定
目
録
」

の
対
応
す

る
項

目
の
番
号
を
、

丸
な
か
数
字

の
場
合
は
振
替
先

の
他

の
勘
定

の
番

号
を
示
す
。

「
大
福
帳
」

の
ヒ
ビ

ロ
に
書
か
れ
た
勘
定

口
座
名
と
、

勘
定
記

入
に

先
立

つ
見
出

し
と
し
て
書
か
れ
た
勘
定

口
座
名

と
が
異
な
る
か
、

ヒ
ビ

ロ

の
な

い
場
合
に
は
、
見
出
し
に
書

か
れ
た
も

の
を

(

)

内

に
付
記
し
た
。

ヒ
ビ

ロ
の
な

い
勘
定

口
座

は
、
帳
簿
作

成
時

に
は
場
取
り
が
さ
れ
て

い
な
く
て
、
記

入
開
始
後

に
新
た
な
勘
定
が

必
要
と
な

っ
て
、
帳
簿
末
等

の
余
白
部
分
に
追

加
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
勘
定

目
録
」
と

「
大
福
帳
」

と
の
関
係
を
寛
政

一
〇
年
上
期
の
例
で
み
て
い
こ
う
。

《表

1
》

に
示
し
た

「
勘
定
目

オ

ヵ

ハ

セ

録
」

の

「
預

り

方
」

(負
債

・
資
本

の
部
)

の
項

目

1

「
御

為
替

」

と
項

目
2

「
臨

時

御
為
替

」

と

の
合

計
額

銀

千
弐

百
四
貫

は

(百
拾

七
貫
プ
ラ
ス
千
八
拾
七
貫
)、

《
表

2
》

に
示

し

た

「
大
福
帳
」

の
①

「
御

為
替
」

勘

定

の

残
高

に

一
致

す

る

(表

2
で
は
金
額
省
略
。
御

ヂ
ヤ
ゥ
シ
キ

為
替
は
幕
府
の
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸

へ
の
公
金
為
替
送
金
の
預
り
額
を
い
う
)
。
同
勘
定

で
は
、
こ
の
残
高
銀
千
弐
百
四
貫
を

「
定

式

御
為

替
」

と

「
臨
時
御
為
替
」
と

に
再
分
類
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
額
が

「
勘
定

目
録
」

に
記
さ
れ
て

い
る
わ
け

で
あ
る
。
「
勘
定

目
録
」

ホ
カ

ア
ブ

カ

「
預
り
方
」

の
項

目
3

「
京
都
両
替
店
外
預
り
」

の
金
弐
千
両

と
銀
弐
千
四
百
拾
四
貫

は

「
大
福
帳
」

の
⑧

「
外
預
」
勘
定

の
金

.
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銀
そ
れ
ぞ
れ

の
残
高
と

一
致
す
る
。

《
表

1
》

で
は
紙
幅
と
計
算

の
都
合
上
、

金
銀
両
種

の
使
わ
れ
て

い
る
項

目
は
、
そ

の
項

目
ご

と
に
銀
建
て
の
金
銀
合
計
額

で
示
し
た
が
、
原
資
料

で
は
各
項
昌
ご
と
の
銀
建

て
換
算
値

は
表
示
さ
れ
て
い
な

い
。
項
目
8
と
⑲
番

の
勘
定
と

の
あ

い
だ

や

項
目
9
と
⑫
↓
⑫
番

の
勘
定

(京
都
店
勘
定
は
途
中
で
丁
数
不
足
と
な
り
二
番
口
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
記
載
取

カ
ナ

メ
ギ

ン

引
件
数
合
計
三
六
九
件
)
と

の
あ

い
だ
に
も
同
様

の
対
応
が
あ

る
。
ま
た
、
「
預
り
方
」
の
項
目
10

「
要

銀

積
」
(貸
倒
引
当
金
)
の
銀
三

百
六
拾
九
貫

四
百

七

拾

六
匁
余

は

「
大
福
帳
」

の
⑩

「
要
銀
積
」
勘
定

の
残
高
に

一
致
し
、
同
様

に
、
「
預
り
方
」

の
11
、

18
～

28

の
各

項

目

の
金
額

(正
し
く
は
銀
額
)
は

「
大
福
帳
」

の
⑪
⑭
、
⑯
～
⑲
、
⑳

～
⑳
、

⑭
⑮
⑫
番

の
各
勘
定

の
残
高

に
そ
れ
ぞ
れ

一

致
す
る
。

「
預
り
方
」

の
残
り
の
12
～
17
の
各
項
目
は

「
大
福
帳
」

の
⑪

「
預
り
方
」
勘
定

に
記
録
さ
れ
た
も

の
が
、

4
～
7
の
各

ベ

ワ
ア
ヅ
カ
リ

項
目
は
⑨

「
別

預
」
勘
定

に
記
録
さ
れ
た
も

の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
衷
示
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

な
お
、
⑳

「
預
り
方
」
勘
定

ト
ド

ロ
ホ

リ

ぐ
ノ

ヒ
や

ア
テ

ッ
ユ

に
は
、
「
滞

物
」

(不
良
債
権
)
に
対
す

る

「
引
当
積
」
が
加
州
御
印
米
貸
年
賦
引
当
積
銀

の
他

に

一
五
件
記
録

さ

れ
、

そ

れ
以
外

リ

ソ

ク

に
も
、
貸
付
金

の
利
息
収
入
を
損
益
計
算
を
介
す
る
こ
と
な
し
に
引
当
金

(積
立
金
)
と
し
た

「
利
足
積
」

四
件

な
ど

が

記
録
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
「
勘
定
目
録
」

に
個
別
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
《
表

1
》

で
は
紙
幅

の
都
合
か
ら
適

当
に
ま

と
め

た

(図
1

参
照
。
た
だ
し
表
1
に
ま
と
め
た
寛
政

一
〇
年
上
期
勘
足
目
録
は
控
記
録
な
の
で
、
図
1
は
文
政
元
年
下
期
の
原
本
の
勘
定
目
録
と
同
期
の
大
福
帳

を
使
う
)。

右

に
述

べ
た
よ
う
な
対
応
関
係

は
、
「
勘
定
目
録
」

の

「
預
り
方
」
、
「
貸
方
」
、
「
入
方
」
、

お
よ
び

「
払
方
」

の
各
項
目

の
す
べ
て

の
額

と

(た
だ
し
項
目
"
有
金
銀
銭
の
金
百
弐
拾
三
両
弐
歩
弐
朱
と
銀
八
拾
四
貫
七
百
弐
拾
壱
匁
余
を
除
く
)、

「
大
福
帳
」

の
残
高
記
載

の
あ

る
諸
勘
定

の
す

ぺ
て

の
残
高
と
の
あ

い
だ

に
見

出

さ

れ

る
。

た
だ

し
、
後
述
す

る
よ
う

に
、
差
引
残
高
が
0
と
な
る
勘
定
や
残
高

が
他

の
勘
定

に
振
り
替
ら
れ
る
勘
定
も
あ

る
。
な
お
、
《
図
1
》
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
「
勘
定
目
録
」

と

「
大
福
帳
」

と

の
対
応
す

る
貨
幣
額

の
す

べ
て
に
、
そ
れ
ぞ
れ
㊨

の
照
合
印
が

押
さ
れ
る

(図
-
で
は
大
福
帳
の
方
に
⑧
の
押
印
が
な
い
が
、
図
2
～
8
で
は
大
福
帳
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《図1》 勘定目録と大福帳の対応
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に
も
露

が
あ
る
。
そ
の
他
の
印
は
記
帳
者
や
監
査
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
印
で
あ
ろ
う
・
な
窪

記
録
の
目
録
帳
や
大
坂
膏

録
留
で
も
各
嚢

額
に
㊨
を
押
印
)
。

「
勘
奮

録
」

の

蚕

方
L
末
羅

あ

る
項
易

「
有
金
銀
銭
」
(現
霧

高
)
の
銭

の
額

(銭
拾
壽

八
百
文
)
は

「
大
福
帳
」

の

⑪

「
銭

入
買
」
勘
定

で
算
出
さ
れ
薮

値
と

薮

す
る
。
銭
お
よ
び
両
替
用
の
金
に

つ
い
て
は
・
後
述
す
る
よ
う

に
・
勘
定
記
入
の

上
か
ら
は
物
財

の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
⑲

「
金
入
買
」
勘
定

で
算
出
さ
れ
た
残
高

は

(金
書

拾
四
両
弐
朱
)・
「
勘

定
目
録
」

に
表
示
さ
れ
て

い
る
書

弐
拾
三
両
弐
歩
弐
朱
と
大
き
く
食

い
違
う
。

こ
れ
は
、

「
金
入
買
」
勘
定

で
処
理
さ
れ
る
金
は

両
替
用
に
別
置
さ
れ
た
も

の
の
み
だ

か
ら

で
あ

る
。
両
替

用
以
外

の
金
と

(主
と
し
て
京
都
両
替
店

・
江
戸
暮

店
と
の
間
の
貸
鍍

引

に
関
す
る
も
の
)、
「
本
位
貨
幣
」
と

で
も

い
い
う
る
銀
と

ξ

い
て
は

(東
国
の
金
遣
い
に
対
し
て
上
方
は
銀
遣
い
で
あ

っ
た
)
・
「
大
纏

」

の
中

に
勘
定

口
座
が
な

い
。
「
勘
定

目
録
」

の

「
有
金
銀
銭
」

の
金

・
銀

・
銭

の
額

は
、

値

の

薮

と
㊨
の
押
印
と
か
ら
・

後
述
す

る

「
出
入
帳
」

(現
金
式
普
通
仕
訳
帳
)
よ
り
転
記
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
う
す
乏

、
「
勘
定

目
録
」

(貸
借
対
照
表

.
損
益
計
讐

)
の
こ
と
ご
と
く

の
項

目
は
、
現
金
銀
を
除
き
・
「
大
福
帳
」

の
各

勘
定

口
座

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
逆

覧

れ
ば
、
「
大
誕

」

の
喬

舞

高

は

(残
高
記
撃

あ
る
限
り
)・
最

終
的

に
.」
占

」
と
く

「
勘
香

録
」

暴

約
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

「
大
福
帳
」

は
・

塁

勘
定
と
暮

損
蕩

定
お

よ
び
残
高
勘
定
と
が
存
在
し
な

い
が
、
総
勘
定
元
帳

に
ほ
ぼ

相
当
す

る
帳
簿
だ
と

い
う
こ
と
が

で
き

よ
う
。

そ
れ
で
は
、

.」
の
よ
う
な

「
大
福
帳
」

の
記
努

蒙

具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た

の
か
・

ま
た
・

「
大
福
帳
」

の
勘

定
記
入
が

「
出
入
帳
」

か
ら
ど

の
よ
う

に
転
記
さ
れ
た
の
か
を
、
節
を
変
え

て
述

ぺ
て
い
こ
う
。
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二

寛
政

一
〇
年
上
期

の
も

の
を
中
心
に

「
大
福
帳
」

の
記
入
方
法
を
以
下

に
述

べ
る
。

「
大
福
帳
」

の
勘
定

ロ
座
は
、

記
入
方
法
の

外
面
的
形
式
か
ら
次
の
四

つ
に
大
別
で
き

る
。

震

権

・
霧

や
不
動
産
、
引

当
金
な
ど

の
資
産

.
農

勘
定

(表
2
の
①
～
⑦
、
⑨

～
⑪
・
⑲
～
⑫
の
各
勘
定
)
・

⇔
交
互
計
算
を
行

っ
て

い
て
、

残
高
が

「
か
し
」

に
な
る
か

「
か
り
」

に
な
る
か

(和
轟

記
の
貸
し
借

り
は
洋
式
簿
記

の
貸
借
用
語
と
逆

に
な

る
の
で
注
意
)

不
定

の
人

名
勘

定

(⑧
、
⑫
-
⑱
、
⑯
-
⑯
、
⑰
、
⑲
、
た
だ
し
⑯
～
⑯

の
勘
定
残
高
は

収
益
・
⑰

の
そ
れ
は
費
用
)
・

日
収

益

・
費

用

に
関

す

る
勘
定

(⑬
毒

、
⑫
-
⑯
、
⑳
、
た
だ
し
⑭
鍵

削
受
割
引
料
で
、
残

.同
は
次
期
に
繰

越
)、

四
金
、
銭

の
両
替

に
関
す

る
勘
定

(⑱
～
⑪
)
。

交
互
計
算

に
な

っ
て
は
い
な

い
資
産

・
持
分

の
勘
定
で
は
、
《
図
2
》

の
よ
う

に
、

個
別
取
引
ご
と
に
前
期
繰
越
額
を
掲
げ
、

左

覆

園

固
圖

(下
期
の
大
罎

で
は
闘

固幽

の
印
が
押
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
日
付
を
左
庭

書
い
て
取
裂

記
録
さ
れ
.。
。

決
済
な
ど
に
よ
っ
て
期
間
中
に
消
滅
し
た
も
の
振

圏
の
押
印
が
、
次
期
に
繰
り
警

れ
る
も
の
に
は
[圏

園
圃

(下
期
の
大
福
帳

で
は
園

…國

　
の
押
印
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
個
別
取
引
ご
と
の
次
期
繰
越
額
を
台
計
し
た
値
す
な
わ
ち
勘
定
残
高
が
輩

さ

れ
る

(
こ
の
①
御
暮

黎

の
例
で
は
銀
千
弐
百
四
貫
月
。
な
お
同
黎

で
は
.あ

残
.塁

肘
節
で
述
べ
た
よ
う
に
再
分
類
さ
れ
る
)。

交
互
計
算
の
人
名
勘
定
で
は
、
《
図
3
》
の
よ
う
に
、
前
期
の
勘
舞

高
が
繰
り
馨

れ
て
園

騨

し
て
掲
げ
ら
れ
る
(
こ

の
⑬
江
戸
店
勘
定
の
例
で
は
象

か
り
残
で
預
の
摘
要
書
き
、
祭

か
し
残
で
渡
の
摘
馨

き
が
あ
る
)
。

そ
の
箆

入
出
金

(銀
)
を
記
録
し

て

い
き

(た
だ
し
・
実
際
の
塁

(銀
)
収
支
の
他
に
帳
簿
上
の
振
猛

も
含
ま
れ
る
)
、
最
後

に
入
金

(銀
)
.
出
金

(銀
)
そ
れ
ぞ
れ

の
合

計
額
を
計
算

し
・
そ

の
差
額

と
し
て
算
出
さ
れ
た
残
高
を
囲
閥

圃

幽
と
し
羨

期

繰

り
越
す
。
⑫

景

都
店
」
勘
定
、
⑧
お
よ

び
⑲

の
他
の
京
都
両
替
店
と

の
取
引
を
記
録
す

る
黎

、

な
ら
び

に
⑬

「
江
戸
店
」
勘
定

で
は
、
金
と
銀
と
の
霧

崔

記
録

.
計
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1大福帳の記帳例《図2》

醐

 

⑤

一
、
拾
壱
貫
五
百
目

國
@

　
、
八
拾
七
貫
五
百
目

圏圏

正
月
十
八
日
上
納
預

⑤
正
月
廿
五
日
付
替
済

正
月
十
八
日
上
納
預

⑤
右
同
日
付
替
済

〔中
略
魁
記
載
取
引
五

一
件
省
略
〕

七
月
十
二
日

⑤

一
、
八
拾
八
貫
五
百
目

〃

⑤

一
、
三
拾
八
貫
目

.㊥
〆
銀
千
弐
百
四
貫
目

内

霧
②
百
拾
七
貫
目

@
⑥
⑥

倫
八
百
九
拾
七
貫
五
百
目

◎
⑥
@

㊨
百
八
拾
九
貫
五
百
目

〆

十◎

月
・十

圏
八
預 日
上
納

十@月

十

團
八
預 日
上
納

 

定
式
御
為
替

臨
時
御
為
替

宥
同
断

へ注
)

③

@

⑮

@

④

は
押
印
を
示
す
。
④
～
④

の
印
は
個
人
の
印
。

⑨
の

一
一
七
貫
お
よ
び
八
九
七
貫
五
〇
〇
目
プ
ラ
ス

一
八
九
貫
五
〇
〇

目
(11

一
〇
八
七
貫
)
が
《表
2
》
の
項
目
1
お
よ
び
2
の
額
に

一
致
。

鍔

.鏡

臓
砧

大
福
帳
＼

難

驚

濡

権

資
料
番
同ヴロ

2夫福帳の記帳例《図3》

圃
園

固
国

延
戸
両
替
店

@

一
、
金
九
拾
三
両
壱
分

國
@

}
三
貫
六
拾
目
弐
分
弐
毛

正
月
八
日

⑤

一
、
弐
貫
目
河
内
屋
久
兵
衛
持
下
銀

右
同
人
渡

十
二
日

⑤

て

百
貫
目
正
月
四
日
隈

炭
屋
五
郎
右
衛
門
罫
形

播
磨
屋
新
右
衛
門
出
分

〔中
略
軸
記
載
取
引
七
四
件
省
略
〕

預
〆
⑤
雌
鉾

薙

惣

蹴
輌
蘇

匁
テ
!
究

預渡預渡

削

所

"
「
大

福

帳

」
(
続

九

〇

九

)
.

=
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《図4》 大福帳の記入例3の1

圃

小

ロ

物

⑤

一
、
六
百
六
拾
九
匁
壱
分
八
厘

⑤

一
、
五
百
九
拾
匁
壱
分
七
厘

⑤

一
、
弐
百
弐
拾
壱
匁五
.厘

自
髪
町

出

宿
賃
町
儀

入
用
差
引
〆

入
離
幡

山
本
町

入
右
同
断

～
く
き
≦
》
〔中
略
11
記
載
取
引

一
一
件
省
略
〕

⑤

一
、
弐
貫
三
百
六
拾
三
匁

九
分
五
厘
九
毛

〆
⑤
銀
八
貫
四
百
七
拾
弐
匁
五
分
五
厘
四
毛

内

◎
⑥
④

《
剛六
貫
八
拾
五
匁
六
分
三
厘

@
④
@

㊨
弐
貫
=
一百
八
拾
山ハ
匁

九
分
弐
厘
四
毛

〆

入
翻
疎

抱
屋
一敷
拾
由冨
ケ
所

宿
賃
町
儀
入
用

井
繕
普
請
入
用

其
外
差
引
〆

小
判
銭
売
買

直
違
弐
朱
判
継
賃

出
貝
欠
差
引
〆

出
所

"
「大
福
眼
」
(続
九
〇
九
)
。

《図5》 大福帳の記入例3の2

團

利

三
月
十
二
日

⑤

一
、
百
拾
匁

七
月
十
四
日

⑤

一
、
四
貫
四
百
六
拾
四
匁

九
分
六
厘

出 出 足
御瞠 江山 逆セ江 払
譲郎島戸本 打仙戸
替兵管堀町 両為替
入衛町壱古
目町目町手
目町

ー

ξ

》
〔中
略
11
記
載
取
引
七
件
省
略
〕

か

⑤

一
、
弐
百
四
拾
匁

ゆ

 ⑤

一
、
壱
貰
五
百
目

⑤

一
、
壱
貫
五
百
目

入
賄
騨

出

要
銀
積

店
持
屋
敷

出

引
当
不
足
二
付

償
合
積

〆
⑤
銀
五
拾
八
貫
四
百
拾
三
匁
六
分
四
厘

内

§

㊨
銀
三
拾
六
貫
七
百
五
拾

五
匁
七
分

◎
④
④

②
銀
五
貫
四
百
日

◎
④
④

㊨
銀
壱
貫
弐
百
拾
八
匁

九
分
八
厘

⑥
⑥
④

㊨
銀
五
拾
四
匁

～
ー

〔後
略
〕

京
両
替
店

外
預
り
利
足

月
セ
イ

但
元
高
之
内
時
々

請
渡
有
之
元
高

定
り
不
申
候

御
貸
附
金
代
之
内

年
力

舟

チ
シ
〆

・
利
足

御

印
月

々
渡

り
高

利
足

月

セ
イ

伊
勢
講
預

り
銀

利
足

月

マ
朱

(注)⑤ の榊 の ある四獺 の合計額(3fi,755.7+5,4。 。.+1,218・98+54・-43・428・68)カ ξ《表1》 の

項購 蕩
サカエチウシおよび舟の一字づ・つがそれぞれ一から+お よび百の数を表す.

 

出

所

"

「
大
福
嚥
」
(続
九

〇

九
)。
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■

算
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外

の
交
互
計
算
勘
定

で
は
銀
額

の
み
で
記
録

・
計
算
し
て
い
る
。
⑳

「
中
西
」
勘
定
は

「
出
」
と

「
入
」

の
合
計
額
が

一
致

し
て
繰
越
額
が
な
く
、
勘
定
記
入
末
尾

に

「
差
引
出
入
な
し
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
⑳

「
小
野
」
か
ら
⑱

「
冨
島

中
弐
丁
目
」
ま
で
の
各
交
互
計
算
勘
定

で
は
、
記
載

の
な

い
勘
定
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
残
高
が
⑫

「
当
座
預
」
勘
定
に
振
り

替
え
ら
れ

(
こ
の
振
替
は
出
入
帳
で
の
仕
訳
を
経
由
)
、

こ
れ
ら

の
勘
定
も

「
差
引
出
入
な
し
」
と
な
る
。
店
持
屋
敷

の
管
理
人
と

の
交

互
計
算
を
記
録
す

る
⑯

「
白
髪
町
」
か
ら
⑯

「
平
野
町
」

ま
で
の
各
勘
定

の
残
高
は
、
「
宿
賃

(叢

家
賃
の
こ
と
)
町
儀

入
袈

引
」

と
し
て
⑭

「
小

口
物
」

(雑
収
益
)
勘
定

に
振
り
替
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
勘
定
に
も
繰
越
額

は
な
い
が
、

末
尾

に

「
差
引
出

入
な
し
」

の
記
載

は
な

い

(こ
の
振
替
は
出
入
帳
を
通
さ
な
い
)。

通
常

は
収
益
を
記
入
す

る
勘
定
で
は
、

《
図
4
》

の
よ
う
に
、

通
常

(洋
式
複
式
簿
記
で
は
貸
方
記
入
と
な
る
場
合
)
用
紙

の
上

い

っ

ぱ

い
か
ら
書
き
始

め
、
摘
要
書
き

の
上

に

入

と
記

入
す

る
。
収
益

の
取
り
消
し
ま
た
費
用

の
発
生
と

い

っ
た
反
対
記
入

(洋
式
複
式

簿
記
で
は
借
方
記
入
)
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
書
き
出
し
を
下
げ
、
摘
要
書
き

に

出

と
冠
す

る
。
通
常

は
費
用
を
記
入
す

る
勘
定

で
は
、
《
図
5
》
の
よ
う
に
、
通
常
、

書
き
始

め
を
下
げ

て
摘
要
書
き

の
上

に

出

と
冠
す
る
。

反
対
記
入
の
場
合

に
は
上

い
っ
ぱ

い
か
ら
書
き
出
し
、
摘
要
書
き

の
上
を

入

と
す
る
。

金

お
よ
び
銭

の
両
替

に
関
す

る
勘
定

で
は
、
《
図
6
》

の
よ
う

に
、
⑳

「
銭
出
売
」

(⑱
金
出
売
)
勘
定

で
、
手
持
ち

の
銭

(金
)
を

売

っ
た
ご

と
く
、
両

替

し
た
銭

(金
)
高

に

(
.あ

場
ム
・
、
額
と
い
う
よ
り
も
量
の
性
質
を
示
す
と

い
え
よ
う
)
銀
建

て

の
販
売

代
価

を
付

記
す

る
。
⑪

「
銭
入
買
」
勘
定

(⑲
金
入
買
)
で
は
、
《
図
7
》

の
よ
う
に
、
ま
ず
手
持
ち
の
銭

(金
)
の
前
期
繰
越
額
を
記
し
・

そ

の
後

に
外
か
ら

「
買
」

っ
た
銭

(金
)
量

に
購
入
代
銀
を
付

し
て
記
入
す

る
。
そ
し
て
、
「
銭
出
売
」
(金
出
売
)
勘
定
合
計
額
を

「
銭

入
買
」

(金
入
買
)
勘
定
合
計
額

か
ら
差
し
引

い
て
契

銭

(金
着

高

の
原
価
を
算
出
し
、

さ
ら
に
、

期
末
時
点

の
銭

(金
)
相
場

に
よ

っ
て
時
価
修
正
し
、
そ

の
為
替
差
損
益

は
⑭

「
小

口
物
」

(雑
収
益
)
勘
定
に
振
り
替
え
る
。
た
だ
し
、
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
・
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《図6》 大福帳の記入例4の1

魁

銭

出

売

三
月
朔
日

㊨
一
、
銭
山ハ拾
貫
}血
百
文

⑤
代
五
百
六
拾
弐
匁
六
分
五
厘

二
日

⑤

一
、
銭
五
拾
壱
貫
六
百
文

⑤
代
四
百
七
拾
九
匁
八
分
厘

〔中
略
11
記
載
取
引
三
件
省
略
〕

七
月
十
四
日

⑤

一
、
銭
九
貫
弐
百
文

⑤
代
八
拾
七
匁
四
分

〆
⑮
銭
三
百
弐
拾
四
貫
五
百
文

代
銀
三
貫
五
拾
壱
匁六
分
八
厘

出出出

出
所

餌
「大
福
帳
」
(続
九
〇
九
)。

《図7》 大福帳の記入例4の2

圖團
@

一

銭

一二
拾

山
ハ
貫

一
ニ
ゲ日
文

團
@
代
三
百
四
拾
壱
匁
弐
分
弐
厘

二
月
九
日

⑤

一

銭
百
貫
文

代
九
百
弐
拾
八
匁

.五
月
二
日

⑤

一
、
銭
弐
百
貫
文

⑤
代
壱
貫
八
百
七
拾
六
匁

〆
㈲
)銭
一二
百
一二
拾
論ハ
貫
一二
}日
山vハ

⑤
代
銀
三
貫
百
四
拾
五
匁
弐
分
弐
厘

売
之
口

〆
⑤
銭
三
百
弐
拾
四
貫
五
百
文

代
銀
三
貫
五
拾
壱
文
六
分
八
厘

努

弓
▼

〆
⑤
銭
拾
壱
貫
八
百
文

代
銀
九
拾
三
匁
五
分
四
厘

代
銀
百
九
匁
七
分
四
厘

差
弓
〆
⑤
舶銀
拾
山ハ
匁
弐
分

出
所

"
「大
福
帳
」
(続
九
〇
九
)。

入入入
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「
金

入
買
」
「
金
出
売
」
勘
定
で
処
理
さ
れ

る
金

は
、
両
替
用

に
別
置
さ
れ
た
も

の
の
み
で
あ

る
・

欝

定
元
帳
に
ほ
ぼ
相
当
す
る

「
大
罐

」
に
記
録
さ
れ
最

引
は
、
前
期
か
ら
の
繰
馨

勘
定
間
で
振
り
楚

ら
れ
た
も
の
を

除
き
、
そ
の
す
べ
て
が
、
含

の
現
金
式
慧

仕
訳
帳
霜

当
す
る

「出
入
帳
」
か
ら
転
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
・
大
坂
暮

店
の

「
出
入
帳
」
は
、
「
大
護

」
髭

し
て
現
姦

が
少
な
く
、
寛
政
七
年

(
莞

五
)
か
ら
明
治
六
年

(
天

七
三
)
ま
で
の
あ
い
だ

の
二
八
冊

(
五
五
期
分
)
が
三
斐

庫

に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
「
出
入
帳
」

は
、

莇

定
目
録
L

や

「
大
覆

」
が

一
塑

半
年
ζ

〕
と

に

一
鯉

な

っ
て
い
る
の
と
糞

な
り
、
上
期
と
下
期
を
合
わ
せ
た

葦

分

三

冊
と

な

っ
て

い
る

(た
だ
し
大
坂
両
替
店
が
大
坂
御

用
所
に
合
併
さ
れ
た
明
治
六
年
の
も
の
を
除
く
)
。

そ
し
て
、

各
会
計
期
間

の
記

入
開
始

日
に
あ
た
る
場
所

の
用
紙

の
端

に
墨

で
黒

い

マ

ー
ク
が
付
け
て
あ

る
。
以
下

に
、

「
出

入
帳
」

の
記
入
方
法
と

「
大
福
帳
」

へ
の
転
記
関
係
を

(資
料
の
制
約
か
ら
前
述
の
勘
宵

録

大
福
帳
の
例
と
時
禦

少
し
ず
れ
る
が
)
寛
政

三

年

(
一
八
〇
〇
)
上
期

の
例
を
忠

に
み
て
い
こ
う
・

「
出
入
帳
」

で
は
、

各
期
闘
の
取
引
記
載

の
あ
る
前

の
帳
鷺

紙
数

丁
が
羅

の
妻

で
、

婁

出
し
は
決
讐

か
ら
二
～
四
ケ

月
後

の
日
付

(上
期
で
は
三
皐

ば
茜

月
末
、
下
期
で
は
九
月
二

・
月
の
あ
る
日
.
寛
政

≡

年
上
期
の
例
で
は
三
月
二
音

)
の
取
裂

記
録
さ
れ

る
。
そ
.」
か
ら
記
入
開
始
日
の

下

ク
の
あ

る
と
こ
ろ
ま
で
、
三
旦

○

日
、
二
月
二
七
呈

い
う
よ
う
に
日
付
を
遡

る

形

三

五
～
三
。

の
取
裂

記
載

さ
れ
、
ζ

、
う
ど
こ
ろ
に
金
銀
銭

の
霧

別

の
残
嚢

黍

挿
入
さ
れ

て
い
る
・
そ
れ
ら

の
取
引

の
ほ
と
ん
ど
が

「
大
福
帳
」

の

「
持
出
之
口
」
勘
定
に
転
記
さ
れ
て

い
る
。
恐
ら
く
、

こ
れ
ら

の
取
引
は
・
資

手
続
き
を
進
め
て

い
く
過
程
で
、
記
入
開
始
日
の

了

ク
の
直
前

か
ら
書
き

始
め
、

昇

順

に
左

か
ら
右

へ
ぺ
↓

を
遡

っ
て
記

入
さ
れ
た
も

の
患

わ
れ

る
。
「
藷

之

口
」
勘
定
は
、

決
算
手
続
き

の
途
中
で

蒔

的
霜

手
勘
定
が

不
明
で
あ

っ
た
り
・

金
額

の
不

藪

が
告

た

場
合
に
、
暫
定
的
に
記
入
さ
れ
る
勘
定

で
あ
ろ
う
。
「
醤

之

・
」
勘
定
に
転

記

さ
れ

た
取
引

に
は
・
「
出
入
帳
」

に
も

「
大
濃

」

に
も
す

べ
て
{圃

の
押
印
が
あ

る
。
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開
始
日
了

ク
の
直
後
に
は
金
銭

の
金
種
裂

豪

表
不
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
正
月
四
λ

日
ご
ろ

(下
期
で
は
七
月
一
七
～
一

九
日
ご
ろ
・
寛
政
三

年
上
期
で
は
正
月
署

)
か
ら
、
《
図
8
》
上
段
の
よ
う
に
、
取
裂

日
付
順
に
資

呈

で
書

な
し
に
記
入
さ

れ
る
・
日
付
の
下
の
数
縷

そ
の
日
の
金

・
籍

場
の
鑑

て
値
で
あ
ろ
う
。

入
金

(銀
)
取
引
に
笑

を
、
出
金

(銀
)
取
引

に
は

出

を
蘂

書
き

に
冠
す

る
が
・

叢

引
額

の
書
き
芒

を
、

「
大
福
帳
」

の
収
益

.
費
用
の
諸
勘
定

の
よ
う
に
ず
ら
す
と

い

う

こ
と
は
な

い
・
《
図
8
》

上
段
の
最
初

の
二

つ
の
記

入
例
覧

ら
れ
る
ご
と
く
、
手
形
更
改

の
よ
う
に
藻

の
現
金

(銀
)
収
支

の

伴

わ
な

い
取
引
も
・
含

の
現
金
式
仕
訳

の
よ
う

に
、
現
金
収
蓬

擬
制
さ
せ
て
記
録
す
る
。
債
権

の
回
収
や
霧

の
返
済
釜

の

過
去

の
結
黍

消
滅
す
る
取
引

に
は
・
田

入
帳
L
と

「
大
纏

」

の
当
蕎

所
歯

の
押
印
を
す
る
.

そ
う
で
な

い
取
引
は
、
「
出

入
帳
」

に
㊥

の
印
を
押
し
・
「
大
纏

」

に
転
記
す

る
.
「
出
入
帳
」

の
蓼

妻

よ
り
も

「
大
福
帳
」

の
そ
れ

の
方
が
詳

し
蕩

合

も
あ

る
の
で
・
他

の
原
始
記
入
帳
簿

釜

票
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
出
入
帳
」

で
は
毎

日
、

是

よ

っ
て
は
二
回
以
ヒ
、

金
種

別

の
現
金
銀
箋

豪

計
算
さ
れ
る
。
同
帳
簿
が
現
金
銀
銭

の
管
羅

も
使
用
さ
艶

と
考
.巻

れ
る
。

「
出
入
帳
」

に
記
入
さ
れ

養

権

.
債
奪

の
消
滅
取
引
を
、
「
大
纏

」
で
は
改
め
て
童
団き
写
す

こ
と
を
芋

、
圏

の
押
印
で
す

ま
す

こ
と
は
・
糞

簿
記

の
発
垂

か
ら
み
る
と
、
体
系
化

の
遅
れ
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
.

し
か
し
、
篭

に
ょ
る
計
算

と
帳

簿
記
入
と
が
婁

に
結
び
付
い
て
い
た
嚢

簿
記
と
は
異
な
り
、
纂

に
ょ
る
計
讐

則
提
と
す
る
和
式
簿
記
で
は
、
記
帳
労
働
の

鶉

と

い
う
点
か
ら
・
む
し
ろ
蓮

的

で
あ

っ
た
と
も

い
え

る
.
ち
な
み
に
寛
政

三

年
上
期

の
例
で
は
、
㊧

の
押
印

の
あ
る
取
引

墜

七
九
二
件
・
圏

の
そ
れ

竺

七
七
件
で
あ

っ
た
.
餐

、
叢

割
引
料

お
よ
登

剛
受
割
引
料
は
、
八ワ
日
の
簿
記
巷
日が
ふ

つ
う
決

算
蓬

で
処
理
す

る
よ
£

説
明
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
金

(銀
蒔

点
で
、

当
期

の
収
益
部
分
で
あ

.。

「
打
」
と
次
期

へ

の
犠

部

分

で
あ

る

「
繧

打
」
と

に
分
け

て
・
「
出
入
帳
」

に
記
入
し
、

「
大
複

」

に
転
記
す
る
.
「
醤

打
」
(山則
受
割
引
料
)

勘
定

の
残
薩

覇

の

「
大
覆

」

の

「
打
利
足
し

(受
取
利
息
割
引
料
)
黎

蛋

削
期
繰
馨

と
し
て
記
入
さ
れ

.。

.

た
だ
、

上
期
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《図8》 出入帳(上 段)の 記入と大福帳(下 段)へ の転記例
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は
七
月

一
四
日
が
決
算

日
な
の
に
、
七
月

一
ケ
月
分
を
次
期
に
繰
り
越
す

お
お
ら
か
さ
が
見
ら
れ
る
。

三

三
井

の
大
坂
両
替
店

で
日
常

の
取
引
記
録

・
会
計
計
算

に
用

い
ら

れ

た
帳
簿
は
、
「
大
福
帳
」

と

「
出
入
帳
」
だ
け

で
は
な

い
。

た
と
え
ば
、

「
利
足
払
」

(支
払
利
息
割
引
料
)
以
外

の
大
坂
両
替
店

の
費
用

の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
仕
分
帳
」

と
い
う
名
の
帳
簿
内

に
設

け
ら
れ
た
諸
勘
定

で
計
算
さ
れ
た
残
高
が
、
「
出

入
帳
」

で
仕
訳
さ
れ
て
、

「
大
福
帳
」

に
転
記
さ
れ
た
上

で
、

「
勘
定

目
録
」

に
表

示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

「
仕
分
帳
」

は
、
「
大
福
帳
」

に
設
け
ら
れ
た
費
用
の
諸
勘
定

に
対
す
る
補
助
元
帳
と
み
な
せ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
大
坂

両
替
店
内
部

の
小
払
方

(賄
方
と
も
い
う
)
と
い
う
部
署
を
下
位
会
計
実
体
と
み
な
し
て
、
そ

の
下
位
実
体

の
総
勘
定
元
帳
が

「
仕
分

ザ

ワ
ロ
ウ

帳
」

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
な

い
。
小
払
方

の
他
に
、
筑
後
方
、
今
治
方
、
雑
用
方
な
ど

の
部
署
を
下
位
実
体
と
み
な
し

ぞ
う
よ
う

 て
、
大
坂
両
替
店
全
体

の
決
算
は
そ
れ
ら
を
合
併
し
た
も

の
と
解
釈
す
る
わ
け
で
あ

る
。
た
だ
、

そ
れ
ら

の
部
署

は
、
そ
れ
自
体
が

独
立
に
複
式
決
算
を
し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
の
で
、
完
全
な
下
位
実
体
と
み
る
に
は
多
少
無
理
が
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
「
仕

分
帳
」
が
、
今

日
の
簿
記
教
科
書

で
説
明
さ
れ
る
よ
う
な
補
助
元
帳
と
同

一
の
性
格
を
有
す
る
と

い
う
こ
と
も

で
き
な

い
。

大
坂
両
替
店

の

「
仕
分
帳
」

は
、

一
期

(半
年
)
ご
と

に

一
冊
ず

つ
作
成

さ
れ
、

嘉
永

二
年

(
一
八
四
九
)
下
期
か
ら
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
上
期

ま
で
の
あ

い
だ

に

一
五
冊
が
現
存
す
る
。

以
下

に
、

そ

の
記
載
内
容

や
記
帳
方
法
を
、

嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)

下
期

の
も

の
を
中
心
に
し
て
、
考
察

し
て
い
こ
う
。

嘉
永
五
年
下
期

の

「
仕
分
帳
」

に
は

《
表

3
》

に
示
し
た
よ
う

に
、
子
勘
定
も
含

め
て
、
合
計

一
一
一

(七
九
プ
ラ
ス
三
二
)
の
勘

定

口
座
が
開
設
さ
れ

て
い
る
。

子
勘
定

と
い

っ
て
も
、
統
制
勘
定

に
対
す

る
補
助
勘
定

と
い

っ
た
性
格

の
も

の
で
は
な
く
、
た
ん
に
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同
種

の
諸
子

勘
定

を

一
つ
の
見
出

し

に
並

べ

て

い
る
だ

け

か

(
31
番
、
34
番
)、

同

種

の
諸

子
勘
定

の

残
高

を
親

勘
定

の
残

高
と

合
算

し
て

い
る

(2
、

4
、
5
、
7
、

37
、

75
番
。
↓
は
そ
れ
以
下
の
子
勘
定
と
の
合
算
を
示
す
)

に
過
ぎ

な

い
。

1
番

の

「
本

帳
差
引

口
」

口
座

は
、

今

日

の
小

口
現
金

前
渡

制

の
よ
う

に
、
小
払

方

で

の
取
引

を
総
勘

定

元

帳

に
当

た

る

「
大
福

帳
」

か

ら

外

し

て

い
る

た

め

に
、

小
払

方

と
大

坂
両
替

店

本
体

と

の
貸

借
関

係
を

示
す

も

の
で
あ

る
。

三

井

で
は

「
大
福

帳
」
が

「
本
帳

」

と
呼
ぼ

れ

る

こ

と

も

あ

っ
た
。

同
年

同
期

の

「
出

入
帳
」

に

は

「
本
帳

差
引

口
」

に
記

載

の
も

の
と
同

じ
取
引
が

、
「
出
」

「
入
」

を
逆

に
し

て
、
仕

訳

さ
れ

て

い
る
。

こ
の
期

の

「
大
福

帳
」

は
現
存

し
な

い
が

、
「
仕
分
帳

」

と

「
大

福
帳
」

と

の
両

帳

簿
が

現

存
す

る
期

で
は
、

前
者

の

「
本
帳
差
引

口
」

勘
定

と
後

者

の

「
小

払

方
」

勘

定

と

の
あ

い
だ

に
同
様

の
対

応

が
見

出

せ
る
。

ツ
ケ
ダ

《表

3
》

に
掲
げ

た
勘
定

で
括
弧
内

に

(出
)
と
記
し
た
も

の
で
は
、
そ

の
勘
定
残
高
を

「
付
出

ス
」
、

す

な
わ
ち

「
出
入
帳
」
で

そ

の
額
を
仕
訳
し
て

「
大
福
帳
」
に
転
記
す
る
。

な
お
、

75
番

「
近
火
人
足
」
勘
定

は
途
中
で
用
紙
が
不
足
と
な
り
、
二
番

口
座
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
残
高
は
子
勘
定

の

「
繕
普
請
井
諸
道
具
」

の
残
高
と
合
算
さ
れ
て

「
付
出
」
さ
れ
て
い
る
。
《
表
3
》
の

(手
)
の
し
る
し
は
、
勘
定
残
高

の
全
部
も
し
く
は

一
部
が

「
仕
分
帳
」
内

の

「
手
代
子
供
小
遣
銀
」
勘
定

に
振
り
替
え
ら
れ
る

こ
と

を
示
す
。
そ

の
他

の
勘
定

に

「
構
稼
」

(振
替
)
ら
れ
る
場
合

は

(替
)
の
し
る
し
で
示

し
た
が
、
そ

の
際

の
振
替
先

の
勘
定
が
複
数

の
場
合
も
あ

る
。

(新
)
と
記
し
た
勘
定

の
残
高
に
は
、

原
資
料

に

「
新

へ
」
と
書
か
れ
て
い
て
、

そ

の
額
が
次
期

の
新
し

い

「
仕

分
帳
」

に
繰
り
越
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
坂
両
替
店

の
重
役
で
あ

る
福

田
万
右
衛
門
と
中
井
由
兵
衛

に

は
大
元
方
か
ら

「
役
科
」

(役
職
者
へ
の
給
与
)
が
支

給
さ
れ

(実
際
の
支
払
は
大
坂
両
替
店
が
行
い
、
そ
の
費
用
が
京
都
両
替
店
を
経
由
し
て
大
元
方
に
振
り
替
ら
れ
る
)
、
中
井
か
ら
杉
本
ま
で
の

(山
尾
を
除
く
)
五
人

に
は
大
坂
両
替
店
か
ら

「
役
料
」
が
支
給

さ
れ
て
い
る
が

[
「
大
元
方
勘
定
目
録
」

(続
三

一
二
九
)
、
「
大
福
帳
」

(京
都
両
替
店
、
続
九
九
九
)、
「
大
福
帳
」

(大
坂
両
替
店
、
続
九
九
八
)、

「
大
坂
店
目
録
留
」

(本

一
八
九
五
)
U
、

そ
れ
と
は
別
に
小
払
方
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立
て
替

兄
払

い
さ
れ
た
慶
弔

の
祝
儀

.
香
典
や
髪
結
賃
な
ど
が

「
仕
分
帳
」

で
処
理
さ
れ
る
。
林
吉
次
郎
以
下

の
手
代

.
子
供

に
対

し
て
は

「
小
遣
銀
」
が
支
出
さ
れ
る
が
、
髪
結
賃
や
着
物
代
な
ど
と
相
殺
さ
れ
、
現
金

(銀
)
で
支
払
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

髪
結

賃
な
ど
が

「
小
遣
銀
」

よ
り
多
額

で
あ
れ
ば
、
「
小
払
方
」

か
ら
手
代

・
子
供

へ
の
貸
し

と

し
て
、
逆
な
ら
ば
預
り
と
し
て
、
次
期

に
繰
り
越
さ
れ

る
。

「
手
代
子
供
小
遣
銀
」
も
含

め
て

《
表

3
》

に

(賄
)
と
記
し
た
勘
定

の
残
高

の
合
計
額
が
、

「
仕
分
帳
」

の

「
本
帳
差
引

。
」

勘

定
残
高

(1ー
大
福
帳
の
小
払
方
勘
定
残
高
)
と

一
致
し

て
い
る
。
そ

の
値

は
、

小
払
方
で
の
支
出
額

で
も

「
大
福
帳
」

の

「
膨
詔
」
な

ど
の
諸
勘
定

に

「
付

出
」

さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
か

つ
、
「
本
帳
差
引

口
」
勘
定

に
は
繰
越
額
が
な

い
の
で

(小
払
方
で
保
持
し

て
い
る
筈
の
小
口
現
金
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
か
は
不
明
)
、

小
払
方

で
管
轄
す

る
営
業
雑
費
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
営
業
雑

マ
カ
ナ

ピ
カ
タ
イ

リ

メ

費
は
、
「
賄

方

入
目
目
録
」
で
内
訳
が
報
告
さ
れ
る

一
方
、
「
勘
定

目
録
」
に
は

「
賄
方
入
目
井
手
代
子
供
小
遣
銀
」
と
か

「
諸
方

入

目
井
手
代
子
供
小
遣
銀
」
と

い
う
項
目
で
表
示
さ
れ
る

(表
1
の
項
目
55
参
照
)
。

「
仕
分
帳
」

に
記
録
さ
れ
た
取
引

は
、

前
期
末
残
高

の
繰
越
記
入
や
勘
定
間
で
の

「
付
替
」
、

「
出
入
帳
」
・
「
大
福
帳
」

へ
の

「
付

出
」

の
振
替
記
入
も
含

め
て
、
そ

の
こ
と
ご
と
く
が
小
払
方
自
身

の
仕
訳
帳
で
あ
る

「
出
入
帳
」

(既
述
の
出
入
帳
と
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
以
下
、
小
払
方

「
出
入
帳
」
と
呼
ぶ
)
か
ら
転
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
小
払
方

「
出

入
帳
」

の
仕
訳
記
録

の

一
部

は
、

「
請
払
帳
」

か
ら
転
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

残
り

の
仕
訳
記
録

は
、

小
払
方

「
出
入
帳
」
な
ど

の
摘
要
書
き

に
散
見
さ
れ

る

「
払

帳
」

や

「
小
遣
帳
」

(現
存
資
料
の
有
無
不
明
)
な
ど
か
ら
転
記
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
、
「
請
払
帳
」

の
記
録

は
す
べ
て
小

払
方

「
出
入
帳
」

に
転
記
さ
れ
て

い
る
。

小
払
方

「
出
入
帳
」
や

「
請
払
帳
」

は

一
冊

に
数
期
分
が
記

入
さ
れ

る
が
、
小
払
方

「
出
入
帳
」
は
文
化
三
年

(
噌
八
〇
六
)
か
ら

文
久
二
年

二

八
六
二
)
ま
で
の
あ

い
だ

に

一
〇
冊
が
、

「
請
払
帳
」

は
安
永
四
年

二

七
七
五
)
か
ら
明
治
一二
年

(
天

七
〇
)
ま
で
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の
あ

い
だ

に

一
五
冊
が
、
断
続
的

に
現
存
す

る
。

以
下

に
、

嘉
永
四
年

(
一
八
五

一
)
三
月
か
ら
同

六
年
三
月
ま
で
の
小
払
方

「
出

入
帳
」

の
同

五
年
下
期

の
記
載
を
中
心
に
、
そ

の
記

入
方
法

や

「
請
払
帳
」

か
ら
と

「
仕
分
帳
」

へ
と

の
転
記
関
係
な
ど
を
述
べ
て

い
こ
う
。

小
払
方

「
出

入
帳
」
で
は
約
半
年

の

一
会
計
期
間
を
六

つ
の
小
期
間
に
細
分

し

(暦
月
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
)、
さ
ら
に
期
末

の

決
算

(整
理
)
振
替
仕
訳
を
記

入
す
る
部
分
を
設
け
て
い
る
。
前
述

の
よ
う

に
、
「
仕
分
帳
」
記
載

の
取
引
は
す
べ
て
小
払
方

「
出
入

帳
」
か
ら
転
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が

(転
記
済
み
取
引
に
は
出
入
帳
の
場
合
と
同
様
に
小
払
方
出
入
帳
で
も
⑤
の
押
印
)
、
小
払
方

「
出
入

帳
」
記
載

の
取
引
全
部
が

「
仕
分
帳
」

に
転
記
さ
れ

る
わ
け
で
は
な

い
。

二
小
期
間
内

に
発
生
し
か

つ
消
滅
し
た
債
権

.
債
務
な
ど

の
取
引

は
、
一圃

の
押
印
が

さ
れ

て
、

「
仕
分
帳
」

に
は
転
記
さ
れ
な

い

(出
入
帳

.
大
福
帳
間
の
転
記
方
法
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
)。

小

払

方

「
出
入
帳
」

の
取
引
記
載
順
序

と

「
仕
分
帳
」

の
そ
れ
と
が
逆
転

し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
就
中
、
前
期
末
残
高

の
繰
越

仕
訳

が
小
払
方

「
出
入
帳
」

で
は
期

中
に
行
わ
れ

て

い
る

の
に
対
し

(決
算
手
続
に
日
数
を
要
す
る
限
り
、
今
日
の
教
科
書
的
説
明
の
よ
う
に
期

中
取
引
仕
訳
に
先
だ

っ
て
開
始
仕
訳
を
記
入
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
)
、
「
仕
分
帳
」

で
は
前
期
繰
越
額
が
す
べ
て
各
勘
定

の
冒
頭

に
記
録

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
や

「
仕
分
帳
」

の
各
勘
定

で
二
小
期
間
ご
と
の
小
計
を
算
出

し
て
い
る
こ
と
、
圏

押
印

の
帳
簿
内
相
殺
が

三
小
期
間

に
ま
た
が

ら
な

い
こ
と
、
小
払
方

「
出

入
帳
」

お
よ
び

「
仕
分
帳
」

に
は
日
付

が
全
く
な

い

(摘
要
書
き
に
含
ま
れ
て
い
る

場
合
を
除
く
。
請
払
帳
に
は
取
引
ご
と
に
日
付
あ
り
)
こ
と
な
ど
か
ら
、
営
業
取
引

の
記
帳
事
務

は
二
小
期
間
ご
と

に
ま
と
め
て
、
「
請
払

帳
」
等
か
ら
小
払
方

「
出

入
帳
」
を
経
て

「
仕
分
帳
」

に
個
別
転
記

し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

小
払
方

「
出

入
帳
」

の
記
帳
方
法

は
、
「
出
」
「
入
」

の
両
方

の
し
る
し
を
付
す
か
あ
る
い
は

「
入
」
だ
け

で

「
出
」

は
省
略
す
る

か
、

「
入
」
を
金
額

の
上

に
付
す
か
下

に
付
す
か
、

摘
要
書
き
に
振
替
先

の
勘
定
科

目
名
を
肩
書
き
す
る
か
し
な

い
か
と

い

っ
た
細

部

に

つ
い
て
は
、
同
じ
簿
冊

で
も
記
帳
者

に
よ

つ
て
異
な
る
。
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小
払
方

「
出
入
帳
」

で
は
二
小
期
間
ご
と

の
各
宋
髪

「
出
入
な
し
」
と
記
録
さ

れ

て

い
る
。
《
表

3
》
で

(賄
)
と
記

し
て
い

な

い

「
仕
分
帳
」

の
諸
勘
定

で
も
、
そ

の

(子
勘
定
が
あ
る
場
合
は
最
後
の
子
勘
定
)
末
尾
に

「
出
入
な
し
」
と
記
さ
れ

て
い
る
・
ま
た
・

《
表
2
》
に
掲
げ
た
も

の
に
は
な
い
が
、
「
預
り
方
」
勘
定
等

の
補
助

(内
訳
)
勘
定
が
中
に
設
け
ら
れ
て

い
る

「
大
福
帳
」
も
あ
り
・

そ

の
場
合
、
各
補
助
勘
定
末
尾

に

「
出
入
な
し
」

の
記
載
が
あ

る
。
洋
式
複
式
簿
記
で
は
勘
定

の
少
な

い
側
に
残
高
を
加
え
て
貸
借

均
衡
さ
せ
て
聲

す

る
の
に
対

し
、
大
坂
両
替
店

で
は
、
振
替
記
録
し
甕

高
も
含

め
て

「
出
」
合
計
額
と

「
入
」
合
計
額
と
を
差

し
引
き

し

て
、
検

算

し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う
。

小
払
方

「
出
入
帳
」

は
記
録

.
計
纂

す

べ
て
慧

て
表
示
で
あ
り
、
前
節

で
考
察

し
た

「
出
入
帳
」

と
糞

な
り
・
金
銀
銭
残

高
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仕
訳
機
能

に
特
化
し
て
い
て
、
現
金
管
羅

能
を
も

っ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・
「
請
払
帳
」

に
も

金
銀
舞

高

の
記
載
は
な

い
。

小

口
現
金

(銀
銭
)
の
鐘

は

「
金
銀
請
取
帳
」
や

「
小
遣
帳
」

で
行

わ

れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
・

大
坂
両
讐

の
現
存
帳
蓬

は
.』
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
も

の
以
外
に
、
語

関
係

の

「
仕
分
帳
」
、
「
常
是
出
入
帳
」
・
「
仕
議

」
・

「
差
引
帳
」
、
「
努

薪

帳
」
、
「
銅
座
差
引
帳
」
、
「
蕎

差
引
帳
」
、

「
振
物
帳
」
、
「
当
座
帳
」
、
「
利
入
帳
」

な
ど
が
あ
る
が
・

そ
れ

ら

の
相
互
関
係

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

四

大
坂
両
替
店
で
は
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
響

と
喬

成
さ
れ
る
決
算
報
告
書
の

「勘
定
目
録
」
の
他
に
・
付
属
明
響

と
い

っ
た
籍

の
種
々
の
餐

墾

口書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
は

翻

定
目
録
L
と
と
も
に
京
都
両
替
店
を
経
由
し
て
大
元
方
に
提
出
さ

オ

ヵ

ハ

せ

ヵ

タ

イ

リ

メ

れ
た
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
「
御
為
替
方
入
昌

録
」
が
案

四
年

(
一
七
七
五
)
下
期
、
案

九
塞

七
八
・
)
上
期
よ
り
慶
応
三
年

ワ
ケ
ガ

や

(
天

六
七
)
下
響

で
、

「御
為
葎

間
入
目
訳
青

録
」
が
文
化

一
〇
年

(
一
ム

三
)
下
期
か
ら
慶
応
三
雫

期
ま
で
・
「罐
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入
目

録
L

お
よ
び

「
マカ
ナ
ビ
カ
タ

賄

方

入
目
目
録
」
が
天
明
三
:

七
八
三
)
上
期
か
ら
明
治
四
年

(
天

圭

)
下

響

で
、
「
手
代
子
供

小
遣
銀
目
録
」
が
安
永
四
年
下
期
、
安
永
九
年
上
期
か
ら
天
明
七
笙

七
八
七
)覇

ま
で
、
「
灘

訳
書
」
が
天
明
七
年
上
期
か
ら

明
治
四
雫

嬰

で
・
蕪

蒔

定
目
録
L
美

明
七
雫

期

か
ら

(寛
政

=

年
"

一
七
九
九
上
期
よ
り

「轍
蝿

難

目
録
」
に
変

わ
る
)
明
治

二
年

(
天

六
九
)
下
期
ま
で
・
「懸

蟹

郷
勘
定
目
録
」
が
天
里

ハ
年

(
麦

山ハ
)
上
期
か
ら
明
治
四
年
覇

ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
・
ま
た
・
そ
れ
ら
の
付
属
明
響

の
控
え
を
大
坂
両
慧

で
累
年
記
録
し
た
帳
漿

葦

現
存
す
る
。
す
な
わ

ち
・
寛
政

三

年

(
一
八
〇
〇
)
覇

か
ら
姦

五
年

(
天

二
二
)
下

期

ま

で

の

「
響

響

定

目
録
控
」
が

一
冊
あ
り
、
「
賄
方

目
録
輝

が
寛
保
三
年

(
毛

四
三
)
上
期
か
ら
、
途
中
欠
け
て
い
る
翻

も
あ
る
が
、
姦

δ

年

(
天

二
七
)
下
響

で
の
六

　
あ

る
む

「
賄
方
目
録
拍
」

は
・
「
ナ
ヤ
シ
キ
カ
タ
オ
ツ
ト
メ

御
屋
敷
方
御
勤
入
目
」
、
「
御
暮

方
合

贔

」
、
「
御
為
替
仲
間

合

訳
青

録
」
、
居

前
入
昌

録
」
、

お
よ
び
・

前
節
で
述

べ
た

「
賄
方
入
昌

録
」

の
五

つ
の
目
録

の
菱

で
あ

る
。
「
禦

替
方
入
昌

録
」

は
、

小
払
方

の

「
仕
分

帳
」

に
設
け
ら
れ
た

「
御
男

」
勘
定

(表
3
の
蕃

参
照
、
子
勘
定
も
含
む
)

の
記
載
内
容
を
適
当

に
鐘

し

て
ま
と
め
た
も

の
で

あ

る
・
「
店
前
入
昌

録
」

は
・
「
仕
分
帳
」

の

「
寺
社
方
」
、
「
飛
饗

」
、
「
店
前
」
、
「
筆
紙
墨
」
、
「
諸
方
付
届
振
攣

入
目
」
(同
3

～
7
。
4
・
5
・
7
は
子
勘
定
も
含
む
)
・

お

よ
び

「
荒

物
屋

又

右
衛

門
家
質

滞

預

入
目
」

(同
74
)

の
諸
勘
定

の
記
載
内

容

を
ま

と

め
、

そ
れ
に

「
店
地
賃
」

(支
払
餐

)
・

軍

褒
美
」

(手
代

・
子
供

へ
の
賞
与
)
な
ど
を
付
加
し
た
も

の
で
あ

る
。

「
御
暮

方
合

目
録
」

お
よ
び

「
店
前
入
昌

録
」

の
記
載
内
窪

、
既
述

の
よ
う

に

「
出
入
帳
」

に

「
付
出
」
さ
れ
、
「
大
纏

」
の

居

前
」
勘
定
を
経

由
し
て

(表
2
の
⑯
参
照
・
大
福
帳
の
記
録
よ
り
各
付
属
明
細
墾

暑

の
記
載
の
方
が
詳
細
)
、

「
勘
定
贔

」

の

「
払
方
」

(費
用
の
部
)

に

ま
と
め
ら
れ
る

(表
・
の
習

明

馨

照
)・
「
御
為
替
仲
間
入
目
訳
青

録
」
は

「
仕
分
帳
」

の

「
仲
間
」
勘
定

(表
3
の
田
)
の
内

棄

ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
・
「
御
巖

方
霧

入
目
」

は
、
原
本

の

冒

録
L

(墾

・書
)
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
「
賄
青

雛

」
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と

「
仕
分
帳
」
と
の
両
者
同

一
期

の
も

の
が
現
存
し
な

い
の
で
確
か
な

こ
と
は
い
え

な
い
が
、
そ

の
記
載
内
容

(大
元
方
関
係
の
縁
故

者

へ
の
付
届
等
)
か
ら

「
仕
分
帳
」

の

コ
兀
方
L
勘
定

(表
3
の
54
)

の
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
元
方
」

と
は
大
元
方
を

童
味

す

る
が
、

「
元
方
」
勘

定

残
高
は

「
大
福
帳
」

の

「
貸
方
」
勘
定

(表
2
の
⑲
参
照
)
を
経
由
し
て

「
勘
定
目
録
」

の

「
貸
方
」

(資
産
の
部
)
に
記
録
さ
れ
る

(表
1
で
は
項
目
"
の
中
に
合
算
)。

つ
ま
り
、
大
坂
両
替
店

の
小
払
方

で
実
際

の
支
払
が
な
さ
れ
た
費
用

が
、
大
坂
両
替
店

か
ら
大
元
方

へ
の
債
権
と
さ
れ
、
大
元
方

の
費
用
に
振
り
替
え
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
よ
う
す
る
に
、

「
賄
方
目
録
控
」

に
記
録
さ
れ
た
五
種
類

の
決
算
報
告
書
は
、

賄
方
と
も
呼
ば
れ
た
小
払
方

で
実
際

の
支
払

が
な
さ
れ
た
諸
経
費

の
明
細
報
告
書
で
あ
る
。
な
お
、

「
賄
方

入
目
目
録
」

の

「
賄
方
入
目
」
を
報
告
す

る
前
半
部

(後
半
部
は
手
代

子
供
小
遣
銀
)
の
奥
書
が
、
後
半
部
や

「
勘
定
目
録
」
も
含
む
他

の
報
告
書

の
も

の
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し

ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
賄
方
入
目
」
部
分
で
は
、
平
手
代

の
筆
頭
者

(嘉
永
五
年
で
は
表
3
の
林
吉
次
郎
)
が

「
小
払
役
」
と

い
う
肩
書

で
報
告
を
行

い
、
後
半
部
で
の
あ
る

い
は
他

の
報
告
書

で
の
報
告
者
が

(同
、
石
井
与
三
次
郎
)、
「
小
払
役
」
を
監
査
し
て

い
る
形
に

な

っ
て
い
る
。

謙

繋

書
L

は
、
溺

定

目
録
」
の

濱

り
方
L

(持
分
の
部
)
お
よ
び

「
貸
方
」

(資
産
の
部
)
に

「
当
座
預
」
お
よ
び

「
当
座
彗

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
括

表

示

さ
れ

て

い
る
項
目

(表
-
の
28
お
よ
び
42
参
照
)
の
内
訳
を
報
告
す
る
。

そ

の
内
容
は

「
大
福
帳
」

の

「
当
座
預
」

お
よ
び

「
当
座
貸
」
勘
定

(表
2
⑳
⑫
参
照
)
で
次
期
繰
越
と
な

っ
て

い
る
諸
事
項
を
書
き
抜

い
た
も

の
と

な

っ
て

い

る
。「

店
持
抱

屋
敷
勘
定

目
録
」
は
、

家
質

の
流
質

で
大
坂
両
替
店
が
取
得
し
た
不
動
産

(
一
〇
軒
内
外
)
に

つ
い
て
、
そ

の
不
動
産

の

評
価
額
、
家
賃
収
入
、
維
持
管
理

の
諸
経
費
、
お
よ
び
そ

の
差
額

で
あ
る
家
賃
純
益
を

一
軒
ご
と
に
報
告
す
る
。
各
不
動
産
評
価
額

は

「
勘
定
目
録
」
お
よ
び

「
大
福
帳
」

の

「
家
代
銀
」
(表
-
の
34
、
表
2
の
⑦
参
照
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
と

一
致
す
る
。
し
か
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し
、
「
大
福
帳
」
の
各
不
動
産

の
家
守

(不
動
産
管
理
人
)
に
関
す

る
諸
勘
定

は

(家
屋
の
所
在
場
所
を
勘
定
科
目
名
と
す
る
。
表
2
の
⑳
～

⑯
参
照
)
、
そ

の
家
守
と

の
貸
借
関
係
を
記
録
す

る
も

の
で
、

「
店
持
抱
屋
敷
勘
定
目
録
」
記
載

の
収
益

・
費
用

の
記
録

・
計
算
と
は

異
な
る
。

し
か
し
、
各
家
守
勘
定
残
高
と

「
店
持
抱
屋
敷
勘
定

目
録
」

の
各
収
益
費
用
差
額
と
が

一
致
し
て
家
賃
純
益
を
表
し
、
そ

の
合
計
額
が
、
既
述

の
よ
う
に
、
「
勘
定

目
録
」

の

「
入
方
」

(収
益
の
部
)
に
記
録
さ
れ

る

(表
-
の
項
目
46
参
照
)。

ザ

フ
ヨ
ウ

轍

騰

響

定
目
録
」

は
、
大
坂
両
替
店
内
部
の
部
署
で
あ
る

「
筑
後
方
」
、
「
今
治
方
」
、
お
よ
び

「
雛

方
」
と
大
坂
両
替
店
本

体
と
の
貸
借
関
係
を
報
告
す
る
。
そ

の
記
載
事
項
は

「
大
福
帳
」

の
そ
れ
ぞ
れ

の
勘
定

(表
2
の
⑳
⑳
⑫
参
照
)
の
記
載
事
項
と
異
な

る
が
、
「
謬

艦
勘
定
目
録
」

と

「
大
福
帳
」
と

の
各
残
高

は

一
致
す
る
。

そ

の
各
残
高

は
、

既
述

の

よ
う

に
、
「
勘
定

目
録
」

の

「
当
座
預
」

(表
-
の
28
参
照
)

の
中

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
「
謬

飴
勘
定
目
録
」

や

「
店
持
抱
屋
敷
勘
定
目
録
」
を
作
成
す

る
前

提

と
し
て
、
各
部
署

に
日
常
取
引
を
記
録

・
計
算
す
る
帳
簿
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
三
井
大
坂
両
替
店

の
帳
簿
組
織
と
記
帳
技
術

の
概
要
を
見
て
き

た
が
、
断
片
的
に
現
存
す
る
諸
帳
簿
相
互
間

の
関
連
を

探
る
た
め
に
、
主
と
し
て
寛
政
か
ら
嘉
永
ま
で
の
約
半
世
紀

に
ま
た
が
る
史
料
を
検
討
し
た
。
そ

の
半
世
紀
に
お
い
て
、
あ

る
時
期

の
二
種
以
上

の
帳
簿

・
決
算
報
告
書
間
の
転
記
等

の
対
応
と
同
様

の
も

の
が
、
別

の
時
期

の
も

の
に
も

見

出
す

こ
と
が

で
き
、

ほ

と
ん
ど
矛
盾
な
く
帳
簿
組
織

の
全
体
像
を
描
け
た

(細
部
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
も
多
々
あ
る
が
)
。
そ

の
こ
と

は
帳
簿
組
織
や
記
帳
方

法
が
そ

の
間

に
ほ
と
ん
ど
変
化
な
か

っ
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
大
坂
両
替
店

の

「
大
福
帳
」

の
現
存
最
古

の
宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
上
期

の
も

の
も
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
上
期

の
も

の
も
、
そ

の
記
帳
方
法

に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。

ま
た
、

京

都
両
替
店

の
享
保

=
ご
年

(
一
七
二
八
)
下
期
の

「
大
福
帳
」

の
記
帳
方
法
も
大
坂
両
替
店

の
も

の
と
同
様
で
あ
る
。

三
井
家
の
両
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替
店

の
簿
記
技
法

は
、
享
保
末

ご
ろ
ま
で
に
確
立
し
て
、
ほ
と

ん
ど
そ

の
ま
ま
固
定
化
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

大
坂
両
替
店

の
帳
簿
組
織

は
、
内
部

の
部
署
を
下
位
会
計
実
体
と
み
な
し
て
切
り
離
し
、
大
坂
両
替
店
本
体
だ
け

で
み
れ
ば
、
「
出

入
帳
」
と

い
う
現
金
式
仕
訳
帳
と

「
大
福
帳
」
と

い
う
総
勘
定
元
帳
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
単

一
仕
訳
帳

・
元
帳
制
と
み
る
こ
と
が

で

き
る
。

ま
た
、
大
坂
両
替
店
内
部

の
小
払
方
で
も
、
仕
訳
帳

に
相
当
す
る
小
払
方

「
出
入
帳
」

の
記
入
が
複
数

の
原
始
記
録
簿

か
ら

な
さ
れ
て
い
る
が
、
小
払
方

「
出
入
帳
」

と
総
勘
定
元
帳

に
相
当
す
る

「
仕
分
帳
」

と
の
二

つ
の
帳
簿
を
主
要
簿
と
し
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が

で
き
る
。

三
井
家
の
大
元
方
で
も
現
金
式
仕
訳
帳

の

「
金
銀
出
入
帳
」
と
総
勘
定
元
帳

の

「
金
銀
出
入
寄
」
と
の
二

つ

を
主
要
簿
と
し
て

い
た

[
西
川
、
昭
56
]
。

こ
れ
ら
は
、
中
井
家

の
帳
簿

組
織
が
、
「
全
勘
定
が

一
冊

の
元
帳
内
に
口
座
を

ひ
ら
く
と

い
う
形

で
の
総
勘
定
元
帳

は
存

し
な
い
」

で
、
「
仕
訳
帳
と
元
帳
と

い

っ
た
機
能
的

に
完
全

に
独

立
化

し
た

原
始
記
録
簿
と
会
計
計

算
簿
を
分
化

せ
し
め
る
条
件
は
な
か

っ
た
も

の
で
、

〔多
数

の
帳
簿
を
〕
仕
訳
帳

・
元
帳
と
二
大
別
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ

る
」
[
小

倉

、

野

、

一
三
〇

、

一
三

四

.↑

ジ

〔

〕
内

は

西
川

が
挿

入
]

と

い
う
意

味

で
、

「
多

帳

簿
制
」

で
あ

っ
た

の
と

は
異
な

る
・

た
だ
、
両
替
店
が
金
融
機
関

で
、
大
元
方
も
傘
下
店
と
の
金
融
取
引
が
主
業
務

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

三
井

の
呉
服
店
が

「
多
帳
簿
制
」
を
採
用
し
て

い
た
と

い
う

こ
と

は
大

い
に
考
え
ら
れ
る
。

大
坂
両
替
店
本
体

で
は
、
前
期
繰
越
や
次
期
繰
越
記
入
は

「
出
入
帳
」
を
通
さ
ず
、
「
大
福
帳
」

の
み
で
処
理
し
、
「
大
福
帳
」
内

の
勘
定
間
の
振
替

の

一
部
も

「
出
入
帳
」
を
通
し
て
い
な
か

っ
た
。
他
方
、
小
払
方

の

「
仕
分
帳
」

の
取
引
記
入
は
・
繰
越
記
入
や

整
理
記

入
の
振
替
記
入
も
含

め
て
、
そ

の
.」
と
ご
と
く
が
小
払
方

宙

入
帳
L

か
ら
転
記
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
・
「
出
入
帳
」
●
「
大

福
帳
」
間
で
は

い
わ
ゆ

る
英
米
式
決
算
法

に
近

い
処
理
を
し
、
小
払
方

「
出
入
帳
」
・
「
仕
分
帳
商

で
は
い
わ
ゆ

る
大
陸
式
決
算
法

に
近

い
処
理
を

し
て
い
た
と

い
・蚤

う
。
今
日
の
教
科
書

で
は
、
大
陸
法

は
原
則

に
忠
実
な
た
め
論
理
的
で
あ
り
・
英
米
法

は
手
数

を
省
略
す
る
た
め
の
簡
便
手
続

で
あ
る
と
解
説
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
大
陸
法
的
手
続
を
採
用
す
る
か
英
米
法
的

手
続
を
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と
る
か
は
・
論
理
的

か
実
務
的
簡
便

か
と

い
う

よ
り
も

(行
列
簿
記
や
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
簿
記
で
は
仕
訳
帳
と
元
帳
と
の
二
つ
が
主
要
簿
と
い

う
こ
と
が
で
き
な
い
)・
ど
ち
ら
に
し

て
も

実
務

の
便

宜
上
の
問
題

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
振
替
記
入
に
つ
い
て
仕
訳
帳
を
通
す
理
由

は

「
振
替
記

入
を
確
実

に
行
う
た
め
」

[沼

田
、
麗

、

七
五
ぺ
↓

]
と

い
う
こ
と
が

で
き

る
。

振
替
記
入
が
非
常

に
多

い
場
合
、

記
入
漏
れ

・
誤
記
入
の
有
無

の
検
証
ま
で
含
め
れ
ば
、
大
陸
法
的
手
続

の
方
が
英
米
法
的
手
続

よ
り
も
は
る
か
に
時
間
節
約
的
で
あ

る
。
百
以
上
の
勘
定
間
で
振
替
が
行
わ
れ
る
と
き
、
英
米
法
的
手
続

で
は
摘
要
書
き

に
相
手
勘
定
を
明
記

(
こ
れ
は
結
構
手
数
が
か
か

る
)
し
な
い
限
り
、

誤
記
の
発
見
は
と
て

つ
も
な
く
困
難
と
な
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
寛
政
五
年
下
期
の
小
払
方

「
出
入
帳
」
.
「
仕

分

帳
」

で
は
振
替
記
録

の
総
数
は
三
八
三
件

で
あ

っ
た

(現
金
式
仕
訳
の
た
め
各
勘
定
の
片
側

へ
の
記
入
を

一
件
と
数
・比
た
)。

と

こ
ろ
で
・
「
わ
が
国
会
計
制
度
近
代
化

の
先
駆
を
な
し
た
銀
行
簿
記
に
お
け
る

「
現
金
式
仕
訳
法
」
よ
り
転
化
し

(も
し
く
は
退

化
)
た
も

の
で
あ
る
と

み
る
の
が
通
説
」
[
久
野
、
麗

、

五
二

一
ぺ
↓

]

で
あ

る
と

こ
ろ

の
収
支
簿
記

の
起
源
を
、
西
川
孝
治
郎

氏

は
福
沢
諭
吉
の

『
帳
合

の
法
』
(明
治
六
年
⊥

八
七
三
刊
)
に
求
め
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
巻
之

一
の

「
訳
者
註
」

に

「
日
本

流

ノ
帳
倉

慣

レ
タ

ル
人

…

白

本
人

憐一
分

リ
易

ク
ス

ル

ニ
ハ
或

ハ

コ
レ
ヲ
出

ト
入

ト

ニ
書

賛

-
…
訳

者

ニ
モ
夫

等

ノ
頓

智

ハ

ナ
キ

ニ
非

ザ

レ
ド

モ
…

…
」

と
あ

る

「
頓
智

」

が
端

緒

に
な

っ
て
、
福

沢

の
門
下

生

に
よ

っ
て
工
夫

さ

れ

た

と

い

う

の

で

あ

る
。

[
西
川

(孝
)
・
昭

29
]
・

し

か
し
、

福

沢

の

績

智
L
は
訳

語
選

択
上

の
も

の
で

(実
際
に
は
直
訳
の
借
方

.
貸
方
が
使
わ
れ
た
。
福
沢
と

明
治
期
の
翻
訳
事
情

に
つ
い
て
は
柳
父
、
昭
57
、

2
章
四
、
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
)
、

そ

の
方

法

お
よ
び

用
語

は
江
戸

時
代

に
開
発

さ
れ

た

和
毒

記

に
由
来
す

る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
井

の
両
慧

で
は
、
含

の
借
方

霜

当
す
る
語
と
し
て

「
か
し
」
「
出
」
「
渡
」

が
・
貸
方

霜

当
す
る
語
と
し
て

「
か
り
」
「
入
」
「
預
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
使

わ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
現
金

ξ

い
て
の
み
は
そ
れ

ら
が
逆
転
す
る
・

そ
れ
に
類
し
た
用
語
法

は
、
中
井
家

の
帳
簿

や
、

西
川

(孝
)
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
明
治
初
期

の
簿
記
書

に

も
見
ら
れ
る
・
三
井

で
は
そ
れ
ら
の
語
が
、

債
権

の
前
期
繰
越
額

に

「
出
」
、

同
次
期
繰
越

の
他
勘
定
振
替
額

に

「
入
」
と
冠
さ
れ
、
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損
益

に
関
す
る
勘
定
残
高
が
収
益

で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
に

「
か
り
」
、
費
用
を
示
す

の
に

「
か
し
」
と
使
わ
れ
る
よ
う

に
、
今

日
の

借
方

.
貸
方
と
同
様

に
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
。
な

お
、
「
か
し
」
「
か
り
」

の
語

は
勘
定
残
高

の
み
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

も
し
、

日
本

の
銀
行
簿
記

の
現
金
式
仕
訳
や
収
支

簿
記
が
和
式
簿
記

に
由
来
す
る
も

の
だ
と
し
た
ら
、
「
「
銀
行
簿
記
精
法
」

に
解

説
さ
れ
て
い
る
現
金
式
仕
訳
法
は
…
…
、
明
治
時
代
か
ら
産
業
組
合
、
紡
績
会
社
そ

の
他

の
業
種

の
企
業
が
永
く
現
金
式
仕
訳
帳
制

を
と
る
に
い
た

っ
た
緒
を

ひ
ら

い
た
」

[
片
野
、

昭
59
、

三
〇
七

ペ
ー
ジ
]

こ
と
も
不
思
議

で
は
な

い
。

た
だ
、
『
銀
行
簿
記
精
法
』

(明
治
六
年
刊
)

の
現
金
式
仕
訳
に
つ
い
て
は
、

「
当
時

の
イ
ギ

リ
ス
の
銀
行

の

一
部

で
採
用
さ
れ

て
い
た
も

の
が
、

イ
ギ
リ

ス
人
銀

行
家

シ
ャ
ン
ド
を
介
し
て
わ
が
国
に
導

入
さ
れ
た
と

み
る
」

[
久
野
、
昭

57
、

二
四
三
ペ
ー
ジ
]

説
も
あ

る
。

そ
の
辺

の
詮
索
は
本

稿

の
目
的

の
範
囲
を
越
え
る
。

日
本

の
江
戸
時
代

の
簿
記
実
務

は
、
基
本
的
原
理

は
同
じ

で
も
、
細
部

に
つ
い
て
は
家
ご
と

に
異
な
り
、
さ
ら
に
細
部
に
至
る
に

従

っ
て
、
同
じ
家
で
も
店

に
よ
り
相
違
し
、
同
じ
店

の
中
で
も
部
署
に
よ
り
違

い
、
同
じ
部
署
で
も
人

に
よ
り
変
わ
る
こ
と
が
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
認
識
知

(
エ
ピ
ス
テ
メ
)
と
技
術
知

(テ
ク
ネ
)
と
を
階
層
的
に
区
別
し
た
古
代
ギ

リ

シ

ャ

の
思
想
が
源

に
な

っ
て

い
る
」

[青
木
、
昭
紹
]
欧
米
と
異
な
り
、
「
現
場
情
報

H
テ
ク
ネ
を
尊
重

し
、

エ
ピ

ス
テ
メ
と

テ
ク
ネ
の
間
に
明
確
な
区
別
は
設
け

な

い
」

[
同
所
]

日
本
的

ア
プ

ロ
ー
チ
の
簿
記
的
反
映

と
も

い
え

よ
う
。

多
く

の
簿
記
教
科
書
類
が
刊
行
さ
れ
た
欧
米
と
異
な
り
、

江
戸
時
代
に
簿
記

の
解
説
書

の
類
が
存
在
し
な

い
こ
と
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が

い
え
る
だ

ろ
う
。

【引
用
文
献
】

青
木
昌
彦

(稿
)
「
目
本
の
科
学
技
術
革
新
力
見
劣
り
せ
ず
」
『
日
本
経
済
新
聞
』

昭
和
六
三
年
四
月
二
八
日
朝
刊
。

泉
谷
勝
美

『
複
式
簿
記
生
成
史
論
』
森
山
書
店

昭
和
五
五
年
。

大
蔵
省

(編
)
『銀
行
簿
記
精
法
』
明
治
六
年

(復
刻
版
、
雄
松
堂

昭
和
五
四
年
)。



218
商 経 論 叢 第24巻 第4号

小
倉
榮

廓

(稿
)
「江
州
中
蓑

帳
合
法
の
記
帳
技
術
1

金

銀
出
入
帳
と
大
覆

1

・」
『
彦
根
論
叢
』
第
五
六
号

(昭
和
三
四
年
七
月
)。

同

(稿
)
「
江
州
中
井
家
帳
合
法
の
総
括
-

記
帳
技
術
と
決
算
手
続
1

」
『彦
根
嚢

』
第
五
八
号

(昭
型

一西

年
九
月
)
。

同

(稿
)
痒

式
簿
記
法
輸
入
後
の
我
が
国
固
有
簿
記
法
-

村
西
商
店
の
決
算
例
l

L
謬

根
繋

』
第
七
〇

.
圭

.
七
二
合
併
号

(昭
和

三
五
年

一
〇
月
)
。

同

『
江
州
中
井
家
帖
合
の
法
』
《滋
賀
大
学
日
本
経
済
文
化
研
究
所
叢
書
》
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

昭
和
三
七
年
。

同

(稿
)
「経
営
管
理
と
中
井
家
帳
合
」
『社
会
経
済
史
学
』
第
三

一
巻
第
六
号

(昭
和
四

一
年
三
月
)。

同

(稿
)
「
わ
が
国
固
有
簿
記
法
の
展
望
」
『彦
根
論
叢
』
第

一
二
二

.
一
二
三
合
併
号

(昭
和
四
二
年
三
月
)
。

同

(稿
)
「
和
式
帳
合
法
発
達
の
段
階
的
考
察
」
『
彦
根
論
叢
』
笙

八
五

二

八
六
号

『
人
文
科
学
特
集
』
第
三
七
号
合
併
号

(昭
和
五
二
隻

○
月
)。

片
岡
泰
彦

『
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
論
』
森
山
書
店

昭
和
六
三
年
。

片
野

一
郎

(稿
)
「
銀
行
簿
記
」

(神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編

『
第
四
版

会
計
学
辞
典
』
同
文
舘

昭
和
五
九
年
所
収
)。

河
原

一
夫

『江
戸
時
代
の
帳
合
法
』
ぎ

ょ
う
せ
い

昭
和
五
二
年
。

高
寺
貞
男

(稿
)
「
和
式
簿
記
法
と
洋
式
簿
記
法
の
比
較
会
計
史
」
(高
寺

・
醍
醐
聰

『大
企
萎

計
史

の
研
究
』
同
文
舘

昭
和
五
四
年
所
収
)。

同

『会
計
学
ア
ラ
カ
ル
ト
』
同
文
舘

昭
和
五
七
年
。

西
川
孝
治
郎

(稿
)
「福
沢
諭
吉
と
収
支
簿
記
法
」
『
会
計
』
第
六
六
巻
第
六
号

(昭
和
二
九
年

一
一
月
)。

同

(稿
)
「
わ
が
国
会
計
史
研
究

ξ

い
て
1

和
式
帳
ム・
の
二
重
構
造
1

」
『会
計
』
笙

○
○
巻
第
七
号

(昭
和
四
六
年

三

月
)。

西
川
登

(稿
)
「文
化
期

に
お
け
る
三
井
大
元
方

の
簿
記
法
」
『経
営
史
学
』
第

一
六
巻
第
二
号

(昭
和
五
六
年
七
月
)
。

同

(稿
)
「
三
井
両
替
店

一
巻
の
会
計
組
織
」
『経
営
史
学
』
第

一
九
巻
第
三
号

(昭
和
五
九
年

一
〇
月
)。

沼
田
嘉
穂

『簿
記
教
科
書
』
三
訂
新
版
、
同
文
舘

昭
和
六
三
年
。

久
野
秀
男

(稿
)
「
銀
行
簿
記
」
(黒
澤
清
責
任
編
集

『
会
計
学
辞
典
』
東
洋
経
済
新
報
社

昭
和
五
七
年
所
収
)
。

同

(稿
)
「収
支
簿
記
」
(番
場
嘉

一
郎
編
集
代
表

『会
計
学
大
辞
典
』
第

3
版

中
央
経
済
社

昭
和
六
二
年
所
収
)
。

福
沢
諭
吉

(訳
)
『
帳
合
之
法
』
明
治
六
年

(復
刻
版
、
雄
松
堂

昭
和
五
四
年
)。

三
井
高
陽

『越
後
屋
反
古
控
』
中
央
公
論
社

昭
和
五
七
年
。

柳
父
章

『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
《岩
波
新
書

黄

一
八
九
》
岩
波
書
店

昭
和
五
七
年
。
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三
井
文
庫
所
蔵
史
料

「
目
録
帳
」
「
目
録
狛
」
(資
料
番
号
11
本

一
七
四
八
～
本

一
七
五
三
、
追
八
〇
～
八

一
、
続

一
一

「大
坂
店
目
録
留
」

(本

一
七
八
八
～
本

一
七
九
二
)
。

「
勘
定
目
録
」

(続
六

一
〇

七
-

一
、
続

四
九
七
五
～
続
五
五

一
二
)。

「
御
為
替
方
入
昌

録
」
(続
六

一
8

⊥

～
続
六
二
八
〇
⊥

一).

「
御
為
替
仲
間
入
目
訳
書
目
録
」

(続
六

一
七
三
i
三
～
続
六
二
八
〇
T

三
)
。

蕪

醜

勘
定
目
録
」
「総

聡

勘
定
目
録
」
(続
六

=

五
人

～
続
六
二
八
叩

四
)・

「店
持
抱
屋
敷
勘
定
目
録
」

(続
六

一
=
二
ー
二
～
続
六
二
八
八
ー

一
)
。

「店
前
入
目
目
録
」
(続
六

一
〇
七
-
三
～
続
六
二
八
八
ー
二
)。

「賄
方
入
目
目
録
」
(続
六

一
〇
七
-
四
～
続
六
二
八
八
-
三
)
。

「樂
匪
囎
訳
書
」

(続
六

=

四
～
続
六
二
八
八
ー
四
)
。

「
賄
方
目
録
控
」

(本

一
九
〇
四
～
本

一
九
〇
九
)
。

「筑
後
方

・
今
治
方

・
雑
用
方
勘
定
冒
録
控
」
(本

一
八
五
六
)
。

「大
福
帳
」

(大
坂
両
替
店
、
続
八
五
六
～
続

一
〇
四

一
)。

「大
福
帳
」

(京
都
両
替
店
、
続
八
五
五
、
続
九
九
九
)
。

「
出
入
帳
」
(本

一
八

一
六
～
本

一
八
三
七
、
続

一
〇
八
四
～

一
〇
九
〇
)。

「仕
分
帳
」

(本

一
八
四

一
～
本

一
八
四
八
、
続

一
〇
五
七
～
続

一
〇
六
四
)。

「出
入
帳
」
(小
払
方
、
本

一
八
二
〇
、
続

一
〇
七
四
～
続

一
〇

八
三
)
。

「
請
払
帳
」
(本

一
八
八
八
～
本

一
八
九
七
、
続
七
九
四
～
続
七
九
五
、
追
八
七
)
。

一
七

)
。

【付
記
】

本
稿
執
筆

に
当
た

っ
て
は
、

い
つ
も

の
よ
う
に
、
三
井
文
庫
の
皆
様
方
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
殊
に
、
資
料
探
索
や
難
読
文
字
の

読
み
に
関
し
て
、
賀
川
隆
行
斥

響

知
子
氏
、
西
坂
靖
氏
か
ら
多
く

の
助
言
を
賜
り
、
竹
内
み
ち
る
さ
ん
、
永
井
伴
子
さ
ん
に
は
多
く
の
報
告

書
類
史
料
や
大
福
帳
等
の
重
く
か
さ
ば
る
帳
簿
を
何
十
冊
も
出
納
し
て
戴
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
文
部
雀
の
昭
和
六
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究

(
A
)
に
よ
る
成
果

の

一
部
で
あ
る
。


